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投
票
日
当
日
の
投
票
は
決
め
ら
れ
た

投
票
所
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
送
さ
れ
た
「
入
場
券
」
で
投
票
所
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
11
月
21
日
（水）
ま
で
に
市
内

投
票
の
場
所
は

　

衆
議
院
の
解
散
に
よ
る
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
そ
れ
に
伴
う
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
12
月
16
日
（日）
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
未
来
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
る
非
常
に

重
要
な
選
挙
で
す
。
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
選
挙
公
報
や
政
見
放
送

な
ど
を
参
考
に
よ
く
考
え
て
、
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
ム
ダ
に
し

な
い
よ
う
、
投
票
日
に
は
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

船
員
で
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

入
場
券
の
代
わ
り
に
「
案
内
文
書
」
を
郵

送
し
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
入
場
券
の

代
わ
り
に
、
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書

の
提
示
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
等
の
人
で
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
投
票
用
紙
請
求
書
が
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
投
票
用
紙
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

　

選
挙
人
名
簿
登
録
者
に
限
ら
れ
ま
す
。

（
選
挙
権
停
止
中
の
者
は
除
く
。）

　

選
挙
人
名
簿
は
、
平
成
４
年
12
月
17

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平

成
24
年
９
月
３
日
以
前
か
ら
引
き
続
い

て
長
門
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
４
日
以
降
に
長
門
市
に
転
入
し

た
人
は
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
投
票
所
に
つ
い
て
は

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
大
垰
投
票
所
　
・
田
久
道
投
票
所

・
久
津
投
票
所
　
・
本
郷
投
票
所

・
大
浦
投
票
所
　
・
油
谷
投
票
所

・
水
岬
投
票
所
　
・
川
尻
投
票
所

投
票
で
き
る
人
は

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は

投
票
の
時
間
は

　

身
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
文
字

が
書
け
な
い
人
は
、
代
理
投
票
が
で
き

代
理
・
点
字
投
票

期

日

前

投

票

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
た
め

投
票
で
き
な
い
人
は
、「
期
日
前
投
票
」

が
で
き
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
が
届
い

て
い
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　

12
月
５
日
（水）
〜
12
月
15
日
（土）

・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

12
月
９
日
（日）
〜
12
月
15
日
（土）

●
場
所
・
時
間

・
長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・
各
支
所

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
00
分

・
各
出
張
所

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
00
分

　
（
土
・
日
は
除
く
）

※
居
住
地
域
で
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
に
小
選
挙
区
選
挙
の
投
票
用
紙

（
オ
レ
ン
ジ
色
）
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

候
補
者
の
氏
名
を
記
入
の
う
え
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

　

続
い
て
、
比
例
代
表
選
挙
の
投
票
用

紙
（
う
す
い
水
色
）
お
よ
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
（
白
色
）

を
交
付
し
ま
す
。
比
例
代
表
選
挙
は
政

党
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
係
員
が

投
票
用
紙
を
交
付
す
る
際
に
説
明
し
ま

す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
で
は
、

や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う
裁
判
官

に
つ
い
て
の
み
、
氏
名
の
上
の
欄
に
×

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
や
め
さ
せ
た

く
な
い
と
思
う
裁
判
官
に
は
何
も
記
入

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
投
票
を
し
た
く

な
い
人
は
、
投
票
用
紙
を
受
け
取
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

投

票

の

順

序

平成 24年度明るい選挙啓発標語応募作品
白 井 　 麗 華  さん（三隅中学校２年）

ま
す
。
係
員
が
本
人
に
代
わ
っ
て
投
票

用
紙
に
記
入
し
ま
す
。
投
票
の
内
容
が

外
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
で
投
票

で
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
投
票
所
で
係
員

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。　

投票日 12月16日(日)

その一票　明るい未来の　幸せ切符

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査

入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　

投
票
所
を
案
内
す
る
入
場
券
は
自
宅

へ
郵
送
し
ま
す
。
氏
名
と
投
票
所
を
よ

く
お
確
か
め
の
う
え
、
投
票
日
に
は
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
入
場
券

を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
当
日
、
投
票
所
の
受
付
係
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

私
の
一
票

必
ず
投
票
！

転
居
の
届
け
出
を
し
た
人
は
、
新
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

11
月
22
日
（木）
以
後
に
届
け
出
を
し
た

人
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
の
投
票

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
よ
り
次
の
投
票
所
は
、

場
所
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

・
豊
原
投
票
所　

・
大
浦
投
票
所

・
川
尻
投
票
所
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●
日
時　

12
月
16
日
（日）
午
後
９
時
30
分
〜

●�

場
所　

な
が
と
総
合
体
育
館

●
中
間
発
表　

小
選
挙
区
の
み
午
後
10

時
30
分
か
ら
30
分
お
き
に
行
う
予
定
で

す
。
開
票
状
況
は
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
で
も
お
伝
え
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
23
‐
１
１
６
７	

開

票

は

不

在

者

投

票

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
中
の
人

  

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。 

病
院
長
や
施
設
の
管
理
者
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

市
外
に
滞
在
中
の
人

  

本
人
が
「
宣
誓
書
・
請
求
書
」
に
よ
り

長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
不
在
者
投

票
用
紙
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ

の
投
票
用
紙
を
持
っ
て
滞
在
地
の
市
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
行
き
、
不
在

者
投
票
を
し
ま
す
。 

請
求
は
早
め
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

害
は
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
、
内

臓
機
能
の
障
害
は
特
別
項
症
か
ら
第

３
項
症
と
書
い
て
あ
る
人

③
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護

５
と
書
い
て
あ
る
人

　

対
象
者
は
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
、
自
宅

な
ど
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
12
月
12
日

（水）
ま

で
で
す
。

代
理
記
載
で
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視

覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
と
書
い
て

あ
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚

の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第

２
項
症
と
書
い
て
あ
る
人

　

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を
行

う
た
め
に
は
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
に

加
え
、
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
（
代
理
記
載

の
た
め
の
申
請
、
代
理
記
載
人
の
届
出
）

が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
な
ど
の
障

害
は
１
級
か
２
級
、
内
臓
機
能
の
障
害

は
１
級
か
３
級
、
免
疫
・
肝
臓
の
障
害

は
１
級
か
ら
３
級
と
書
い
て
あ
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
な
ど
の
障

投 票 区 投　　票　　所 行　　　政　　　区

通 長門市通公民館会議室 通 1 区・通 2 区・通 3 区・通 4 区・通 5 区・通 6 区・通 7 区・
通 8 区・通 9 区・通 10 区・通 11 区・通 12 区・通 13 区

田ノ浦 通地区シニアプラザ 通 14 区・通 15 区・通 16 区
白潟 白潟公民館 白潟 1 区・白潟 2 区・白潟 3 区

仙崎第１ 仙崎小学校屋内運動場 祇園町・南町・幸町・旭町・錦町・新屋敷町・
新開町・鳥越 1 区・鳥越 2 区

仙崎第２ あおい幼稚園 栄町・本町・北本町・洲崎町・今浦町・鍛冶屋町・
中新町・新町

大日比 大日比公会堂 大日比
大泊 青海島地区多目的研修集会所 大泊
青海 青海集落センター 青海
田屋 田屋公会堂 田屋

湊 湊２区公会堂 駅前区・湊 1 東区・湊 1 西区・湊 2 区・湊中央区・湊 3 区

正明市 長門市中央公民館玄関ホール 中山・緑ヶ丘・藤中・江良・正明市 1 区・正明市 2 区・
正明市 3 区・正明市 4 区・正明市 5 区・上郷・下郷

上川西 上川西市営住宅集会所 下川西・上ノ原・後ヶ迫・開作・上川西 1 区・
上川西 2 区・上川西 3 区

板持 板持公会堂 板持 1 区・板持 2 区・板持 3 区・板持 4 区
長門河原 河原活性化センター 殿台・大河内・小河内・河原

湯本 湯本温泉旅館協同組合会議室 門前・湯本・三ノ瀬
渋木 大畑体育館１階多目的室 山小根・渋木中区・坂水・渋木 1 区・渋木 2 区・渋木 3 区
大垰 大垰集会所 大垰　　　　　　　　     ※ 投票時間は午後 7 時まで

真木 真木公会堂 真木
木津 木津区民館 小原・木津

大羽山 長門市俵山公民館会議室 郷・黒川・大羽山
湯町 湯町区公民館 湯町・上政・上安田・下安田・七重

一の瀬 一の瀬公会堂 滝坂・一の瀬・三隅中畑・杉山
宗頭 長門市宗頭文化センター研修室 樅の木・宗頭・兎渡谷

上中小野 上中小野集落センター 麓・上中小野・下中小野・辻並
大竹 大竹集落センター 大竹・正楽寺
土手 長門市三隅保健センター 市・湯免・三隅中村・土手・久原・生島
津雲 津雲集落センター 津雲・飯井

野波瀬 野波瀬漁協会館 野波瀬
豊原 はつらつステーション三隅 * 向山・豊原・二条窪・平野・上東方
浅田 三隅勤労者スポーツセンター 下東方・小島・浅田・殿村新開・向開作・沢江・上ゲ

古市 長門市日置保健センター 黄波戸口・堀田・亀山・亀山団地・古市・上城・狩宿・一円・
向田・川原・日置中村・東坂本・西坂本・炭床・長行

黄波戸 黄波戸漁村センター 長崎・黄波戸・矢ケ浦・茅刈・境川

国広 日置高齢者コミュニティセンター 大内山上・大内山下・畑・国広・真口・新市・
農士園・小野地

野田 野田北集会所 北山・野田北・野田南・雨乞
久富 久富公民館 亀田・植松・荒人・長久・杣地・有宗・広中・稲石・人丸

新別名 油谷支所玄関ホール 新別名・駅通・大迫・東大坊

油谷河原 油谷河原農業研修所多目的ホール 芝崎・大坊・田上・二ノ瀬・坂根・山根・札場・
河原浦・大江

伊上 伊上公民館 浅井・尾崎・里・伊上浦・岡・宮ノ馬場・上り野・
前方・須方・綾湖・貝川

蔵小田 蔵小田交流館 上蔵小田・下蔵小田・油谷中畑・渡場・掛渕
津黄 山口県漁業協同組合津黄支店大広間 上津黄・東津黄・西津黄
後畑 宇津賀出張所会議室 東後畑・大畠・青村
立石 山口県漁業協同組合立石支店集会所 東立石・西立石
角山 角山老人憩いの家 小田・赤屋・木吹・大川尻

田久道 久原堂 田久道　　　　　　　   ※ 投票時間は午後 7 時まで

久津 向津具保育園ホール 白木・久津　　　　　   ※ 投票時間は午後 7 時まで

本郷 向津具出張所事務室 大和・南方・本郷・山崎・上野西   ※ 投票時間は午後 7 時まで

大浦 大浦高齢者交流センター * 大浦東・大浦西　　　   ※ 投票時間は午後 7 時まで

油谷 油谷公会堂 油谷　　　　　　　　   ※ 投票時間は午後 7 時まで

水岬 水の口公会堂 水岬　　　　　　　　   ※ 投票時間は午後 7 時まで

川尻 川尻老人憩いの家 * 中ノ森・上野東・川尻東・川尻西  ※ 投票時間は午後 7 時まで

投票所のご案内 「投票所入場券」でご自分の投票所を確認してください。
* 豊原・大浦・川尻は、投票所が変更になっています。
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第 31 回日置ふるさと祭り

　今年も各地区ごとに「ふるさとまつり」が開催されました。地区ごとに特色あるイベントに
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ながとふるさとまつり



5

　

市
内
４
地
区
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
、
10

月
21
日
（日）
、
三
隅
公
民
館
周
辺
を
会
場
に
、

「
２
０
１
２
み
す
み
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で
幕

を
開
け
ま
し
た
。
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
和

太
鼓
の
演
奏
、
萩
光
塩
学
院
高
校
の
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
中
学
生
バ
ン
ド
「
ダ
イ
ブ
」

の
演
奏
、
水
本
諭
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
か
ら
抱
え
て
歩
い
た
距
離
を
競
う
こ

と
に
な
っ
た
「
力
自
慢
！
米
俵
担
ぎ
選
手
権
」

に
は
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
大
人
ま
で
５
部

門
に
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。（
上
写
真
１
・

２
段
）

　

翌
週
10
月
28
日
（日）
、
長
門
市
役
所
南
側
駐

車
場
を
主
会
場
に
「
第
28
回
い
き
い
き
の
び

の
び
な
が
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。仙
崎
小
学
校
鼓
笛
隊
に
よ
る
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
で
ま
つ
り
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
、
幼
年
防
火
パ
レ
ー
ド
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
各
校
の
吹
奏
楽
部
や
、

大
津
緑
洋
高
校
の
バ
ン
ド
「
ア
ン
・
ク
ー
ル
」

の
演
奏
、
新
宅
由
貴
子
ラ
イ
ブ
、
長
門
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
愛
好
会
の
ダ
ン
ス
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
綱
引
き
の
決
勝
は
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
前
で
行
わ
れ
、
最
後
ま
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。（
上
写
真
３
・
４
段
）

　

 

11
月
４
日
（日）
、「
２
０
１
２
ふ
れ
あ
い
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
ｉ
ｎ
ゆ
や
」
が
ラ
ポ
ー
ル
ゆ

や
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
毎
年
恒
例
の
本
マ
グ
ロ
解

体
実
演
販
売
や
、
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
ダ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
２
回
目
の
開
催
と
な
る
「
楊
貴
妃
な
り

き
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
は
４
組
が
出
場
し
、

だ
れ
が
一
番
楊
貴
妃
に
な
り
き
っ
て
い
る
か

を
競
い
ま
し
た
。
出
場
者
た
ち
は
寸
劇
を
し

た
り
歌
を
歌
っ
た
り
す
る
な
ど
ス
テ
ー
ジ
上

で
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
ま
し
た
。

（
上
写
真
５
・
６
段
）

　

４
地
区
の
最
後
を
飾
っ
た
の
は
、
11
月
11

日
（日）
に
日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
周
辺

で
開
催
さ
れ
た
「
第
31
回
日
置
ふ
る
さ
と
祭

り
」
で
し
た
。
こ
の
日
の
祭
り
は
、
早
朝
か

ら
の
暴
雨
風
で
規
模
を
縮
小
し
て
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
は
す
べ
て
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
恒
例
と
な
っ
た
「
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻

き
に
挑
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
外
で
の
バ

ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
は
雨
天
の
た
め
中
止
さ
れ
ま

し
た
が
、
日
置
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

一
部
バ
ザ
ー
の
販
売
や
各
種
団
体
の
展
示
が

行
わ
れ
、
悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
人

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。（
上
写
真
７
・
８
段
）
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人
権
と
は
？

　

私
た
ち
が
社
会
生
活
に
お
い
て
幸
福
な

生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
権
利
で
あ

り
、
日
常
の
思
い
や
り
の
心
に
よ
っ
て
守

ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

家
庭
や
職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
配

偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の

人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
女
性
と

男
性
が
相
互
の
立
場
を
尊
重
し
て
協
力
し

合
え
る
よ
う
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関

等
に
よ
る
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
な
ど
の

人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者

が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
に
す
る
た

め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
車
い
す
で
の
乗
車
を

拒
否
さ
れ
た
り
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ

ン
へ
の
入
居
を
拒
否
さ
れ
る
な
ど
の
人
権

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る

人
が
障
害
の
な
い
人
と
同
じ
よ
う
に
生
活

し
活
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
に
す
る

た
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　　

同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
意
識

か
ら
、
結
婚
に
お
け
る
差
別
、
差
別
発
言
、

差
別
落
書
き
等
の
事
案
が
依
然
と
し
て
存

在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

外
国
人
に
対
す
る
就
職
差
別
や
ア
パ
ー

ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
入
居
拒
否
、
公
衆

浴
場
で
の
入
浴
拒
否
な
ど
の
人
権
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
文
化
等
の
多
様
性
を

認
め
、
言
語
、
宗
教
、
生
活
習
慣
等
の
違

い
を
正
し
く
理
解
し
、
こ
れ
ら
を
尊
重
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影

響
に
よ
り
被
災
し
た
人
々
が
差
別
さ
れ
る

な
ど
、
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
正
し
い
知
識
と
思
い
や
り
の
心
を
持

ち
、
問
題
を
解
決
し
て
い
く
と
と
も
に
、

新
た
な
人
権
問
題
の
発
生
を
防
止
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

高
齢
者
の
人
権

女
性
の
人
権

子
ど
も
の
人
権

障
害
者
の
人
権

外
国
人
の
人
権

同
和
問
題

東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権

問
題

人
権
イ
メ
ー
ジ

　
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

人
Ｋ
Ｅ
N
ま
も
る
君

Ｐａｒｔ 1

人
権
を
考
え
る

「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀
」

　
　
　
　

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

　
　
　
　
　
　
　
　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
～

　

す
べ
て
の
人
々
が
人
権
を
享
有
し
、
平
和
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す

る
に
は
、
自
分
の
人
権
の
み
な
ら
ず
他
人
の
人
権
に
つ
い
て
も
正
し
く

理
解
し
、
人
権
を
相
互
に
尊
重
し
合
う
と
と
も
に
、「
相
手
の
気
持
ち
」

を
考
え
、「
思
い
や
り
の
心
」
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
が
、
今
ま
さ

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

心
と
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

い
じ
め
や
体
罰
、
児
童
虐
待
、
児
童
買

春
な
ど
の
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
一
人
の
人
間
と
し
て
最
大

限
に
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

高
齢
者
に
対
す
る
就
職
差
別
や
介
護
者

‐
特
集
‐

▲日置小学校での人権の花運動

俵山小学校での人権の花運動
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特 集 権 を考人 える

　

ア
イ
ヌ
の
人
々
、
エ
イ
ズ
や
ハ
ン
セ
ン

病
等
患
者
、
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
、

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
、
ホ
ー
ム
レ

ス
、
性
同
一
性
障
害
者
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
、
世
界
に
は
人
種
差
別
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。
近
年
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権

侵
害
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
や
性
的
搾
取
、
強
制
労
働
等
を
目
的

と
し
た
人
身
取
引
も
深
刻
な
人
権
侵
害
問

題
で
す
。

　

人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
私
た
ち

山
口
県
人
権
推
進
指
針

　

本
指
針
策
定
か
ら
10
年
が
経
過
し
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
新
た
な
人
権
課
題

も
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
３
月

に
改
訂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
基
本
理
念
】

　

す
べ
て
の
県
民
が
、
家
庭
、
地
域
、

職
場
、
学
校
、
施
設
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ

る
場
に
お
い
て
、
人
と
し
て
の
尊
厳
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
人
格

が
尊
重
さ
れ
、
他
人
の
人
格
を
尊
重
し

て
自
由
で
平
等
な
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
が
か
け
が

え
の
な
い
尊
い
生
命
（
い
の
ち
）
の
主

体
者
で
あ
る
と
い
う
、
人
間
尊
重
を
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
、「
県
民
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
心
豊
か

な
地
域
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
総
合

的
に
人
権
に
関
す
る
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

じ
ゆ
う
（
自
由
）

　

だ
れ
も
が
、
人
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、

自
由
に
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

び
ょ
う
ど
う
（
平
等
）

　

だ
れ
も
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
等

し
く
参
加
・
参
画
し
、
個
性
や
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。

い
の
ち
（
生
命
）

　

だ
れ
も
が
、
尊
い
生
命
の
主
体
者
と

し
て
大
切
に
さ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
で
き
る
こ
と
。
そ

れ
は
、
ま
ず
相
手
の
立
場
を
思
い
や
る
こ

と
、相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
簡
単
そ
う
で
す
が
、
な
か
な
か
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
慢
す
る

こ
と
も
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
「
人
間
ら
し
く
生
き

る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
す
。
相
手
の
立
場
を
思
い
や
り
、
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
て
生
活
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
自
分
の
幸

せ
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

左
記
又
は
人
権
擁
護
委
員
ま
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。受
付
時
間
は
、

い
ず
れ
も
平
日
８
：
30
～
17
：
15
で
す
。

　
■
み
ん
な
の
人
権
一
一
〇
番

℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

（
最
寄
り
の
法
務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
。）

■
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番

℡
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

■
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

■
山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

℡
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
４
７
８

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
地
域
の
中
で
人

権
思
想
を
広
め
、
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ

12月 4日（火）〜 10 日（月）は人権週間です
人
権
イ
メ
ー
ジ

　
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

人
Ｋ
Ｅ
N
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん

▲人権擁護委員による人権相談のようす

れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
人
権
を
擁
護
し

て
い
く
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

の
こ
と
で
す
。

　

長
門
市
で
は
、
左
記
の
人
が
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

長
門
地
区　

松
浦
静
信
、
伊
達
敏
雄
、

　
　
　
　
　

笹
原
芳
正

三
隅
地
区　

沖
村
清
美
、
藪
木
則
敏

日
置
地
区　

三
輪
久
榮
、
山
崎
陽
子

油
谷
地
区　

加
茂
善
成
、
森
田
妙
子

相
談
・
被
害
救
済
の
流
れ

①
相
談
・
被
害
の
申
告

②
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員
の
聴
き

　

取
り

③
調
査

④
侵
犯
事
実
を
認
定

⑤
救
済
措
置
（
援
助
、
調
整
、
要
請
、
説

　

示
等
）

⑥
処
理
結
果
通
知
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

人
間
ら
し
く
生
き
る

▲ながとふるさとまつりでの
　人権啓発活動のようす

問
い
合
わ
せ

市
民
課　

市
民
相
談
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
23-

１
１
１
５

人
権
の
こ
と
で
困
っ
た
と
き
は



　労働費
1億4,148 万円
　  （0.7％）

   　その他
11億6,611 万円
　  （5.4％）

80

100

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

市民一人あたりに使われたお金
   ※平成24年3月31日現在の住民基本台帳の
　　人口38,513 人から算出

　  民生費
52億6,111 万円
　（24.3％）

　  公債費
38億3,586 万円
　（17.7％）

　  総務費
29億1,450 万円
　（13.5％）

   教育費
26億9,196 万円
　 （12.4％）

   　衛生費
15億6,053 万円
　  （7.2％）

   　農林水産業費
14億6,652 万円
　  （6.8％）

   　土木費
11億1,903 万円
　  （5.2％）

    消防費
6億978万円
　 （2.8％）

   商工費
6億4,040 万円
　 （3.0％）

   民生費    13万6,606 円

   公債費    9 万9,599 円

   総務費    7 万5,676 円

   　議会費
2億1,455 万円
　  （1.0％）

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

使っていない↓

歳入総額
220億
5,993 万円

使用料及び手数料
  5 億2,270 万円

繰越金
  4億8,510 万円

分担金及び負担金
     1億8,893 万円
財産収入

  3,888 万円
繰入金

2,219 万円
寄附金

1,277 万円

地方消費税交付金
  3億3,618 万円

地方譲与税
  2億1,812 万円

自動車取得税交付金
       5,718 万円

地方特例交付金
6,122 万円

利子割交付金
1,507 万円

配当割交付金
752万円

株式等譲渡所得割交付金
183万円

ゴルフ場利用税交付金
957万円

交通安全対策特別交付金
495万円

歳出総額
216億
2,183 万円

義務的経費
 49.0％

その他
 37.9％

人件費
18.7％

扶助費
12.6％

繰出金
12.4％

その他
13.4％

　　依存財源
　　162億4,706 万円
　　　（73.6％）

市税
39億916万円
（17.7％）

諸収入
6億3,314 万円
（2.9％）

その他
12億7,057 万円
    （5.8％）

　地方交付税
93億2,087 万円
　（42.2％）

　　市　債
24億1,800 万円
 　 （11.0％）

　　県支出金
14億6,898 万円
　　（6.7％）

　国庫支出金
23億2,757 万円
　（10.5％）

　　その他
7億1,164 万円
   　（3.2％）

自主財源
58億1,287 万円
     （26.4％）
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長
門
市
の
平
成
23
年
度
の
決
算
が
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
く
ら
い
収
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
か
、
長
門
市
の
台
所
事
情
を
平
成
23
年
度
の
決
算
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

長
門
市
の
会
計
は
３
つ
の
会
計
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
１
つ
目
は
、一
般
的
な
経
費
が
出
し

入
れ
さ
れ
る
「
一
般
会
計
」、
２
つ
目
は
特
別

な
事
業
を
行
う
た
め
の
経
費
を
一
般
会
計
と

は
区
別
し
て
出
し
入
れ
す
る
「
特
別
会
計
」、

３
つ
目
は
法
律
に
よ
っ
て
収
益
が
認
め
ら
れ

て
い
る
水
道
事
業
な
ど
の
「
公
営
企
業
会
計
」

で
す
。
こ
の
中
で
、
市
の
運
営
上
の
中
核
と

な
り
、
最
も
大
き
な
お
金
が
出
入
り
す
る
会

計
が
「
一
般
会
計
」
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

私
た
ち
の
生
活
に
最
も
関
わ
り
が
深
い
の

が
一
般
会
計
で
す
。
平
成
23
年
度
一
般
会
計
で

は
、
歳
入
が
２
２
０
億
５
、９
９
３
万
円
、
歳

出
が
２
１
６
億
２
、１
８
３
万
円
で
、
翌
年
度

に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
６
、１
４
７
万
円
を
差

し
引
き
３
億
７
、６
６
３
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。
対
前
年
比
で
は
、
歳
入
・
歳

出
と
も
前
年
度
よ
り
約
５
％
減
少
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】
市
税
歳
入
は
減
、
交
付
税
が
増

　

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税

が
、
39
億
９
１
６
万
円
で
、
前
年
度
に
対
し

て
１
・
７
％
の
減
、
歳
入
全
体
の
17
・
７
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
財
政
力
に
応

じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
地
方
交
付
税
」
が

93
億
２
、０
８
７
万
円
で
前
年
度
比
３
・
６
％

増
、
歳
入
全
体
の
42
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
税
率
の
引
き
下
げ
や
国
の
交
付
金

事
業
の
減
、
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
と
し

て
市
債
の
発
行
を
抑
制
し
た
こ
と
か
ら
、
市

税
や
国
庫
支
出
金
、
市
債
が
減
少
し
、
昨
年

用語解説
■自主財源
　市税や市の施設の使用料な
　ど市が独自で調達するお金
■依存財源
　地方交付税や国・県支出金
　など国や県から市に入って
　くるお金

■市税
　市民のみなさんから納めて
　いただく税金や会社の法人
　市民税など
■地方交付税
　国の所得税、法人税、酒税
　などを一定割合で市の財政
　状況に応じて国から交付さ
　れるお金
■市債
　市が事業を行うために借り
　入れたお金

決
算
報
告

特集
平成23年度一般会計

歳入

　会計

  国民健康保険事業
  公共下水道事業
  湯本温泉事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  介護保険事業
  電気通信事業
  後期高齢者医療事業

歳入　

55億1,417万円
9億2,878万円
9,595万円
9,686万円

5億 3,786万円
34億4,876万円
1億 2,528万円
5億5,555万円

歳出　

53億5,127万円
9億2,878万円
9,595万円
9,686万円

5億 3,786万円
34億1,073万円
1億1,155万円
5億4,655万円

特別会計決算

内一般会計から　
繰入金　

4億1,243万円
4億1,054万円
6,402万円
7,117万円

4億　858万円
4億6,965万円

0円
1億7,405万円

地方債残高

　会計
  一般会計
  公共下水道事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  湯本温泉事業
  水道事業

　金額
258億4,748万円 
50億　  51万円
5億4,458万円
37億   228万円
2億3,681万円
39億7,216万円
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　労働費
1億4,148 万円
　  （0.7％）

   　その他
11億6,611 万円
　  （5.4％）

80

100

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

市民一人あたりに使われたお金
   ※平成24年3月31日現在の住民基本台帳の
　　人口38,513 人から算出

　  民生費
52億6,111 万円
　（24.3％）

　  公債費
38億3,586 万円
　（17.7％）

　  総務費
29億1,450 万円
　（13.5％）

   教育費
26億9,196 万円
　 （12.4％）

   　衛生費
15億6,053 万円
　  （7.2％）

   　農林水産業費
14億6,652 万円
　  （6.8％）

   　土木費
11億1,903 万円
　  （5.2％）

    消防費
6億978万円
　 （2.8％）

   商工費
6億4,040 万円
　 （3.0％）

   民生費    13万6,606 円

   公債費    9 万9,599 円

   総務費    7 万5,676 円

   　議会費
2億1,455 万円
　  （1.0％）

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

使っていない↓

歳入総額
220億
5,993 万円

使用料及び手数料
  5 億2,270 万円

繰越金
  4億8,510 万円

分担金及び負担金
     1億8,893 万円
財産収入

  3,888 万円
繰入金

2,219 万円
寄附金

1,277 万円

地方消費税交付金
  3億3,618 万円

地方譲与税
  2億1,812 万円

自動車取得税交付金
       5,718 万円

地方特例交付金
6,122 万円

利子割交付金
1,507 万円

配当割交付金
752万円

株式等譲渡所得割交付金
183万円

ゴルフ場利用税交付金
957万円

交通安全対策特別交付金
495万円

歳出総額
216億
2,183 万円

義務的経費
 49.0％

その他
 37.9％

人件費
18.7％

扶助費
12.6％

繰出金
12.4％

その他
13.4％

　　依存財源
　　162億4,706 万円
　　　（73.6％）

市税
39億916万円
（17.7％）

諸収入
6億3,314 万円
（2.9％）

その他
12億7,057 万円
    （5.8％）

　地方交付税
93億2,087 万円
　（42.2％）

　　市　債
24億1,800 万円
 　 （11.0％）

　　県支出金
14億6,898 万円
　　（6.7％）

　国庫支出金
23億2,757 万円
　（10.5％）

　　その他
7億1,164 万円
   　（3.2％）

自主財源
58億1,287 万円
     （26.4％）
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　労働費
1億4,148 万円
　  （0.7％）

   　その他
11億6,611 万円
　  （5.4％）

80

100

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

市民一人あたりに使われたお金
   ※平成24年3月31日現在の住民基本台帳の
　　人口38,513 人から算出

　  民生費
52億6,111 万円
　（24.3％）

　  公債費
38億3,586 万円
　（17.7％）

　  総務費
29億1,450 万円
　（13.5％）

   教育費
26億9,196 万円
　 （12.4％）

   　衛生費
15億6,053 万円
　  （7.2％）

   　農林水産業費
14億6,652 万円
　  （6.8％）

   　土木費
11億1,903 万円
　  （5.2％）

    消防費
6億978万円
　 （2.8％）

   商工費
6億4,040 万円
　 （3.0％）

   民生費    13万6,606 円

   公債費    9 万9,599 円

   総務費    7 万5,676 円

   　議会費
2億1,455 万円
　  （1.0％）

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

使っていない↓

歳入総額
220億
5,993 万円

使用料及び手数料
  5 億2,270 万円

繰越金
  4億8,510 万円

分担金及び負担金
     1億8,893 万円
財産収入

  3,888 万円
繰入金

2,219 万円
寄附金

1,277 万円

地方消費税交付金
  3億3,618 万円

地方譲与税
  2億1,812 万円

自動車取得税交付金
       5,718 万円

地方特例交付金
6,122 万円

利子割交付金
1,507 万円

配当割交付金
752万円

株式等譲渡所得割交付金
183万円

ゴルフ場利用税交付金
957万円

交通安全対策特別交付金
495万円

歳出総額
216億
2,183 万円

義務的経費
 49.0％

その他
 37.9％

人件費
18.7％

扶助費
12.6％

繰出金
12.4％

その他
13.4％

　　依存財源
　　162億4,706 万円
　　　（73.6％）

市税
39億916万円
（17.7％）

諸収入
6億3,314 万円
（2.9％）

その他
12億7,057 万円
    （5.8％）

　地方交付税
93億2,087 万円
　（42.2％）

　　市　債
24億1,800 万円
 　 （11.0％）

　　県支出金
14億6,898 万円
　　（6.7％）

　国庫支出金
23億2,757 万円
　（10.5％）

　　その他
7億1,164 万円
   　（3.2％）

自主財源
58億1,287 万円
     （26.4％）
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度
を
下
回
る
歳
入
決
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
税
や
使
用
料
な
ど
、
長
門
市
が
独
自
に

確
保
で
き
る
収
入
を
「
自
主
財
源
」
と
呼
び
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
や
借
入
金
を
「
依
存
財
源
」
と
呼
び
ま

す
。
平
成
23
年
度
の
歳
入
で
は
、
自
主
財
源

が
歳
入
全
体
の
26
・
４
％
で
、
そ
の
割
合
は
前

年
度
よ
り
１
・
３
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】
事
業
減
少
に
よ
り
決
算
額
も
減

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
約
10
億

円
（
４
・
７
％
）
の
減
で
し
た
。
歳
出
の
ト
ッ
プ

は
民
生
費
52
億
６
、１
１
１
万
円
で
、
全
体
の

24
・
３
％
を
占
め
て
お
り
、
扶
助
費
が
増
加
し

て
い
る
も
の
の
人
件
費
等
の
削
減
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
２
、１
６
７
万
円
（
０
・
４
％
）
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
多
い
の
が
市
の
借
金
の
返
済
に
当
た
る

公
債
費
で
、
38
億
３
、５
８
６
万
円
、
全
体
の

17
・
７
％
で
、
繰
上
償
還
の
減
に
よ
り
前
年
度

に
比
べ
、
６
億
３
、５
５
１
万
円
（
14 
・
２
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
３
番
目
に
多
い
の
が
、

総
務
費
で
29
億
１
、４
５
０
万
円
、
全
体
の
13
・

５
％
で
、
国
の
交
付
金
事
業
の
減
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
11
・
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
費
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
の
完
了
や
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
の
減
に
よ

り
前
年
度
に
比
べ
５
・
３
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
を
、
性
質
別
に
分
類
す
る
と
、
義
務
的

経
費
が
前
年
度
と
同
じ
49
・
０
％
、
投
資
的
経

費
が
13
・
１
％
で
前
年
度
に
比
べ
３
・
６
％
の

減
で
し
た
。

■総務費
　市の全般的な事務事業のた
　めの経費
■農林水産業費
　農林業の振興、漁港などの維
　持・整備、農業委員会の経費
■土木費
　道路・公園・市営住宅などの
　維持・整備の経費
■衛生費
　各種検診、環境対策、ごみ処
　理などの経費
■教育費
　小・中学校の教育、文化・ス
　ポーツ振興などの経費
■消防費
　消防に関する経費
■商工費
　商工業や観光振興のための
　経費
■議会費
　市議会運営のための経費

性質別歳出割合

用語解説
■義務的経費
　支出が義務づけられており、
　任意に削減できない経費
■投資的経費
　建物や道路の整備などの経
　費で、その支出の効果が長
　期にわたって持続するもの
■民生費
　児童・高齢者・障害者などの
　福祉に関する経費
■公債費
　事業を行うために借り入れ
　たお金の償還金

特集■決算報告

歳出

　労働費
1億4,148 万円
　  （0.7％）

   　その他
11億6,611 万円
　  （5.4％）

80

100

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

市民一人あたりに使われたお金
   ※平成24年3月31日現在の住民基本台帳の
　　人口38,513 人から算出

　  民生費
52億6,111 万円
　（24.3％）

　  公債費
38億3,586 万円
　（17.7％）

　  総務費
29億1,450 万円
　（13.5％）

   教育費
26億9,196 万円
　 （12.4％）

   　衛生費
15億6,053 万円
　  （7.2％）

   　農林水産業費
14億6,652 万円
　  （6.8％）

   　土木費
11億1,903 万円
　  （5.2％）

    消防費
6億978万円
　 （2.8％）

   商工費
6億4,040 万円
　 （3.0％）

   民生費    13万6,606 円

   公債費    9 万9,599 円

   総務費    7 万5,676 円

   　議会費
2億1,455 万円
　  （1.0％）

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

使っていない↓

歳入総額
220億
5,993 万円

使用料及び手数料
  5 億2,270 万円

繰越金
  4億8,510 万円

分担金及び負担金
     1億8,893 万円
財産収入

  3,888 万円
繰入金

2,219 万円
寄附金

1,277 万円

地方消費税交付金
  3億3,618 万円

地方譲与税
  2億1,812 万円

自動車取得税交付金
       5,718 万円

地方特例交付金
6,122 万円

利子割交付金
1,507 万円

配当割交付金
752万円

株式等譲渡所得割交付金
183万円

ゴルフ場利用税交付金
957万円

交通安全対策特別交付金
495万円

歳出総額
216億
2,183 万円

義務的経費
 49.0％

その他
 37.9％

人件費
18.7％

扶助費
12.6％

繰出金
12.4％

その他
13.4％

　　依存財源
　　162億4,706 万円
　　　（73.6％）

市税
39億916万円
（17.7％）

諸収入
6億3,314 万円
（2.9％）

その他
12億7,057 万円
    （5.8％）

　地方交付税
93億2,087 万円
　（42.2％）

　　市　債
24億1,800 万円
 　 （11.0％）

　　県支出金
14億6,898 万円
　　（6.7％）

　国庫支出金
23億2,757 万円
　（10.5％）

　　その他
7億1,164 万円
   　（3.2％）

自主財源
58億1,287 万円
     （26.4％）
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　会計

  国民健康保険事業
  公共下水道事業
  湯本温泉事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  介護保険事業
  電気通信事業
  後期高齢者医療事業

歳入　

55億1,417万円
9億2,878万円
9,595万円
9,686万円

5億 3,786万円
34億4,876万円
1億 2,528万円
5億5,555万円

歳出　

53億5,127万円
9億2,878万円
9,595万円
9,686万円

5億 3,786万円
34億1,073万円
1億1,155万円
5億4,655万円

特別会計決算

内一般会計から　
繰入金　

4億1,243万円
4億1,054万円
6,402万円
7,117万円

4億　858万円
4億6,965万円

0円
1億7,405万円

地方債残高

　会計
  一般会計
  公共下水道事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  湯本温泉事業
  水道事業

　金額
258億4,748万円 
50億　  51万円
5億4,458万円
37億   228万円
2億3,681万円
39億7,216万円

　会計

  国民健康保険事業
  公共下水道事業
  湯本温泉事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  介護保険事業
  電気通信事業
  後期高齢者医療事業

歳入　

55億1,417万円
9億2,878万円
9,595万円
9,686万円

5億 3,786万円
34億4,876万円
1億 2,528万円
5億5,555万円

歳出　

53億5,127万円
9億2,878万円
9,595万円
9,686万円

5億 3,786万円
34億1,073万円
1億1,155万円
5億4,655万円

特別会計決算

内一般会計から　
繰入金　

4億1,243万円
4億1,054万円
6,402万円
7,117万円

4億　858万円
4億6,965万円

0円
1億7,405万円

地方債残高

　会計
  一般会計
  公共下水道事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  湯本温泉事業
  水道事業

　金額
258億4,748万円 
50億　  51万円
5億4,458万円
37億   228万円
2億3,681万円
39億7,216万円

　会計

  国民健康保険事業
  公共下水道事業
  湯本温泉事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  介護保険事業
  電気通信事業
  後期高齢者医療事業

歳入　

55億1,417万円
9億2,878万円
9,595万円
9,686万円

5億 3,786万円
34億4,876万円
1億 2,528万円
5億5,555万円

歳出　

53億5,127万円
9億2,878万円
9,595万円
9,686万円

5億 3,786万円
34億1,073万円
1億1,155万円
5億4,655万円

特別会計決算

内一般会計から　
繰入金　

4億1,243万円
4億1,054万円
6,402万円
7,117万円

4億　858万円
4億6,965万円

0円
1億7,405万円

地方債残高

　会計
  一般会計
  公共下水道事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  湯本温泉事業
  水道事業

　金額
258億4,748万円 
50億　  51万円
5億4,458万円
37億   228万円
2億3,681万円
39億7,216万円

　会計

  国民健康保険事業
  公共下水道事業
  湯本温泉事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  介護保険事業
  電気通信事業
  後期高齢者医療事業

歳入　

55億1,417万円
9億2,878万円
9,595万円
9,686万円

5億 3,786万円
34億4,876万円
1億 2,528万円
5億5,555万円

歳出　

53億5,127万円
9億2,878万円
9,595万円
9,686万円

5億 3,786万円
34億1,073万円
1億1,155万円
5億4,655万円

特別会計決算

内一般会計から　
繰入金　

4億1,243万円
4億1,054万円
6,402万円
7,117万円

4億　858万円
4億6,965万円

0円
1億7,405万円

地方債残高

　会計
  一般会計
  公共下水道事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  湯本温泉事業
  水道事業

　金額
258億4,748万円 
50億　  51万円
5億4,458万円
37億   228万円
2億3,681万円
39億7,216万円

　会計

  国民健康保険事業
  公共下水道事業
  湯本温泉事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  介護保険事業
  電気通信事業
  後期高齢者医療事業

歳入　

55億1,417万円
9億2,878万円
9,595万円
9,686万円

5億 3,786万円
34億4,876万円
1億 2,528万円
5億5,555万円

歳出　

53億5,127万円
9億2,878万円
9,595万円
9,686万円

5億 3,786万円
34億1,073万円
1億1,155万円
5億4,655万円

特別会計決算

内一般会計から　
繰入金　

4億1,243万円
4億1,054万円
6,402万円
7,117万円

4億　858万円
4億6,965万円

0円
1億7,405万円

地方債残高

　会計
  一般会計
  公共下水道事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  湯本温泉事業
  水道事業

　金額
258億4,748万円 
50億　  51万円
5億4,458万円
37億   228万円
2億3,681万円
39億7,216万円

【
特
別
会
計
と
公
営
企
業
会
計
】

　

特
別
会
計
は
、
特
別
の
事
業
を
行
う
場
合

に
、
特
定
の
収
入
（
た
と
え
ば
、
保
険
料
や
使

用
料
な
ど
）
を
も
っ
て
そ
の
事
業
に
あ
て
る
た

め
、一
般
会
計
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
、
経
理

上
そ
の
内
容
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
設
け
ら

れ
て
い
る
会
計
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
は

上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

長
門
市
の
公
営
企
業
会
計
で
あ
る
水
道
事

業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
号

の
「
財
政
状
況
報
告
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
の
指
標

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
を
適
正
に
運
営
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
方
公
共
団
体
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政
健
全
化
法
）

に
基
づ
き
、
長
門
市
の
財
政
健
全
度
を
判
断

す
る
４
つ
の
指
標
を
、
平
成
23
年
度
決
算
の

数
値
か
ら
公
表
し
ま
す
。
４
つ
の
指
標
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
の
赤
字
額
が
標
準
財
政
規
模
に

占
め
る
割
合
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
だ
け
で
は
な
く
全
会
計
の
赤
字

額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
借
入
金
の
返

済
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

④
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
負
債

の
額
か
ら
、
基
金
な
ど
の
貯
金
を
差
し
引
い

た
額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

特別会計財産等

財政健全化指数
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　労働費
1億4,148 万円
　  （0.7％）

   　その他
11億6,611 万円
　  （5.4％）

80

100

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

市民一人あたりに使われたお金
   ※平成24年3月31日現在の住民基本台帳の
　　人口38,513 人から算出

　  民生費
52億6,111 万円
　（24.3％）

　  公債費
38億3,586 万円
　（17.7％）

　  総務費
29億1,450 万円
　（13.5％）

   教育費
26億9,196 万円
　 （12.4％）

   　衛生費
15億6,053 万円
　  （7.2％）

   　農林水産業費
14億6,652 万円
　  （6.8％）

   　土木費
11億1,903 万円
　  （5.2％）

    消防費
6億978万円
　 （2.8％）

   商工費
6億4,040 万円
　 （3.0％）

   民生費    13万6,606 円

   公債費    9 万9,599 円

   総務費    7 万5,676 円

   　議会費
2億1,455 万円
　  （1.0％）

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

使っていない↓

歳入総額
220億
5,993 万円

使用料及び手数料
  5 億2,270 万円

繰越金
  4億8,510 万円

分担金及び負担金
     1億8,893 万円
財産収入

  3,888 万円
繰入金

2,219 万円
寄附金

1,277 万円

地方消費税交付金
  3億3,618 万円

地方譲与税
  2億1,812 万円

自動車取得税交付金
       5,718 万円

地方特例交付金
6,122 万円

利子割交付金
1,507 万円

配当割交付金
752万円

株式等譲渡所得割交付金
183万円

ゴルフ場利用税交付金
957万円

交通安全対策特別交付金
495万円

歳出総額
216億
2,183 万円

義務的経費
 49.0％

その他
 37.9％

人件費
18.7％

扶助費
12.6％

繰出金
12.4％

その他
13.4％

　　依存財源
　　162億4,706 万円
　　　（73.6％）

市税
39億916万円
（17.7％）

諸収入
6億3,314 万円
（2.9％）

その他
12億7,057 万円
    （5.8％）

　地方交付税
93億2,087 万円
　（42.2％）

　　市　債
24億1,800 万円
 　 （11.0％）

　　県支出金
14億6,898 万円
　　（6.7％）

　国庫支出金
23億2,757 万円
　（10.5％）

　　その他
7億1,164 万円
   　（3.2％）
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     （26.4％）
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平
成
23
年
度
の
決
算
状
況
は
、
財
政
調
整

基
金
な
ど
の
積
立
や
臨
時
財
政
対
策
債
の
発

行
抑
制
、
並
び
に
市
債
の
繰
上
償
還
な
ど
に

よ
り
、
将
来
の
財
政
運
営
に
備
え
た
対
策
が

伺
え
ま
す
。
そ
の
一
方
で
低
迷
す
る
地
域
経

済
や
高
齢
化
を
反
映
し
て
、
税
収
入
の
落
込

み
や
福
祉
・
医
療
費
の
増
加
傾
向
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
地
方
行
政
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

や
新
公
会
計
制
度
の
導
入
な
ど
を
背
景
に
、

よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
併
せ
て
そ
れ
に
対
す
る
監
視
機

能
の
強
化
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
現
在
、
監
査
の
専
門
性
と
独
立
性

を
よ
り
一
層
図
る
た
め
の
新
た
な
監
査
体
制

の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
よ
く
マ
ス
コ
ミ
で
話
題

と
な
る
公
金
横
領
や
裏
金
問
題
な
ど
の
不
祥

事
に
対
し
て
、
世
論
は
と
か
く
監
査
に
厳
し

い
眼
を
向
け
が
ち
で
す
が
、
巧
妙
化
さ
れ
た

不
正
を
摘
発
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
如
何
に
し
て
見
つ
け
る
か
」
か
ら
「
如
何

に
し
て
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
か
」
へ
と

視
点
を
変
え
た
、
言
う
な
ら
ば
外
側
か
ら
の

監
視
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
内

側
の
業
務
の
中
に
お
い
て
不
正
や
間
違
い
を

予
防
・
摘
発
が
出
来
る
仕
組
み
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
民
間
の
大

会
社
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
内
部
統
制

シ
ス
テ
ム
」
の
行
政
機
関
へ
の
活
用
が
研
究

さ
れ
て
お
り
、
何
れ
は
導
入
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
の
監
視
が
監
査
の
重
要
な
役
割
と
し
て
求

め
ら
れ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

長門市代表監査委員　鐘崎英二さん

　

財
政
健
全
化
法
で
は
、
こ
の
４
つ
の
指
標

に
よ
り
市
の
財
政
状
況
を
「
早
期
健
全
化
（
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」
と
「
財
政
再
生
（
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
）」
の
２
段
階
で
判
断
し
ま
す
。
平
成

23
年
度
決
算
の
数
字
か
ら
算
出
し
た
長
門
市

の
こ
れ
ら
の
指
標
の
値
は
健
全
財
政
の
範
囲

内
に
あ
り
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

　

資
金
不
足
比
率
は
、
公
営
企
業
会
計
に
お

け
る
資
金
不
足
額
の
事
業
規
模
に
占
め
る
割

合
を
表
し
て
い
ま
す
。
長
門
市
の
公
営
企
業

は
い
ず
れ
も
資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

資
金
不
足
額
が
経
営
健
全
化
基
準
を
超
え

る
と
、
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
自
主
的

な
経
営
健
全
化
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特集■決算報告 財政指数
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門の話題長

　

11
月
３
日
（土）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
で
「
な
が
と
子
ど
も
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
近

年
、
地
域
で
子
育
て
支
援
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

子
育
て
支
援
と
子
ど
も
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
た
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ア
リ
ー
ナ
で
は
、
玉
入
れ
や
か

け
っ
こ
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
元
気
に
駆
け
回
り
ま
し
た
。

　

劇
場
で
は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ

み
の
住
田
裕
子
弁
護
士
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
出
演
の

裏
話
や
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
話
し
、
子
ど
も
の
犯
罪
が
な
ぜ

起
こ
る
の
か
、
な
ぜ
虐
待
が
起
こ

る
の
か
、
分
か
り
や
す
く
話
し
、

来
場
者
は
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い

て
い
ま
し
た
。

な
が
と
子
ど
も
の
集
い

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

仙
崎
に
新
た
な
み
す
ゞ
さ
ん
の
モ
ザ
イ
ク
画

長
門
の
思
い
出
の
場
所
に

　

11
月
８
日
（木）
、
仙
崎
の
青
海
島

観
光
ホ
テ
ル
横
壁
面
に
新
た
な
金

子
み
す
ゞ
の
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
み
す
ゞ
燦
参
Ｓ
Ｕ
Ｎ

実
行
委
員
会
が
「
み
す
ゞ
モ
ザ
イ

ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
２
」
と

し
て
２
万
ピ
ー
ス
を
使
っ
た
巨
大

モ
ザ
イ
ク
画
を
完
成
さ
せ
た
も
の

で
、
今
回
は
見
る
方
向
に
よ
っ
て

絵
の
変
化
が
楽
し
め
る
も
の
に
な

り
ま
し
た
。小
崎
実
行
委
員
長
は
、

「
こ
こ
を
通
ら
れ
る
人
に
写
真
を

撮
っ
て
も
ら
っ
て
、
長
門
の
思
い

出
の
場
所
に
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

除
幕
後
、さ
っ
そ
く
観
光
客
が
、

モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
見
る
向
き
に

よ
っ
て
絵
柄
が
違
う
こ
と
に
気
づ

き
、
写
真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

▲住田弁護士の講演に、劇場はほぼ満員
▼元気いっぱいにアリーナを駆ける

▲矢崎節夫金子みすゞ記念館館長らによって除幕された

▼製作にあたったみすゞ燦参ＳＵＮ実行委員会のメンバー
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韓
国
の
高
校
生
が
大
津
・
大
津
緑
洋
高
校
を
訪
問

お
互
い
の
国
の
文
化
を
学
ぶ

　

10
月
30
日
（火）
、
韓
国
全
羅
南
道

の
中
馬
高
校
2
年
生
30
人
が
大

津
・
大
津
緑
洋
高
校
を
訪
問
し
、

授
業
等
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
こ
れ
は
昨
年
に
引
き
続
き

2
回
め
の
実
施
と
な
り
、
今
年
6

月
に
は
大
津
・
大
津
緑
洋
高
校

か
ら
23
人
が
中
馬
高
校
を
訪
問
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
い
ま
す
。

　

1
年
生
の
交
流
授
業
で
は
、
日

本
の
マ
ン
ガ
や
食
べ
物
の
紹
介
、

折
り
紙
な
ど
を
実
際
に
中
馬
高
校

の
生
徒
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
中
馬
高
校
の
生
徒
は
、
ハ
ン

グ
ル
の
説
明
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
校
で
の
交
流
集
会

が
行
わ
れ
、
１
泊
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
回
図
書
館
ま
つ
り

文
化
の
日
、
本
に
親
し
む

　

11
月
３
日
（土）
、
長
門
市
立
図
書

館
で
「
第
８
回
図
書
館
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人
気
の
古

本
市
は
本
を
探
し
に
来
た
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。ま
た
和
太
鼓
グ
ル
ー

プ
「
俄
」
が
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

館
内
で
は
、
読
み
聞
か
せ
や
紙

芝
居
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
親

子
が
来
場
し
ま
し
た
。

▲日韓の高校生が交流を深めた

長
門
市
認
知
症
市
民
公
開
講
座

認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る

　

11
月
10
日
（土）
、
長
門
市
中
央
公

民
館
で
「
長
門
市
認
知
症
市
民
公

開
講
座
」
が
開
か
れ
、
市
民
な
ど

約
200
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
講
師
は
、
山
口
県
立

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の
精
神

科
部
長
で
医
師
の
中
山
寛
人
氏

で
、「
認
知
症
に
つ
い
て
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
山
氏
は
、
認
知
症
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
や
そ
の
症
状
、
気
づ
き
の
ポ

イ
ン
ト
、
認
知
症
ケ
ア
、
認
知
症

の
介
護
を
行
う
人
へ
の
ケ
ア
、
健

康
維
持
の
た
め
の
様
々
な
工
夫
な

ど
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な

が
ら
話
し
、
参
加
者
は
う
な
ず
き

な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▼紙芝居は今も昔も大人気

香
月
泰
男
ジ
ュ
ニ
ア
大
賞
絵
画
展

個
性
的
な
絵
画
が
並
ぶ

　

10
月
28
日
（日）
、
第
14
回
香
月
泰

男
ジ
ュ
ニ
ア
大
賞
絵
画
展
の
表
彰

式
が
香
月
泰
男
美
術
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。「
好
き
な
人
を
描
こ
う
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
絵
画
展
に
は
、

全
国
か
ら
397
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
員
長
の
竹
内
浩
一
さ
ん
は「
一

人
ひ
と
り
の
思
い
が
表
現
さ
れ
、

楽
し
か
っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

▼大賞には通小学校２年の花川空雅くん

▲スライドを使い分かりやすく説明する中山氏



長
門
市
長
特
別
表
彰

優
勝
で
ふ
る
さ
と
に
貢
献

　

10
月
28
日
（日）
、
長
門
市
長
特
別

表
彰
が
な
が
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
及

び
文
化
等
に
お
い
て
市
民
に
明
る

い
希
望
と
活
力
を
与
え
本
市
の
名

声
を
高
め
る
こ
と
に
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
も
の
に
対
し
て
表
彰
を

行
う
も
の
で
す
。

　

今
回
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
ぎ

ふ
清
流
国
体
の
高
校
野
球
軟
式
の

部
で
優
勝
し
た
大
津
・
大
津
緑
洋

高
校
軟
式
野
球
部
の
部
長
、監
督
、

選
手
ら
19
人
で
す
。

　

賞
状
を
手
に
永
田
監
督
は
「
不

自
由
な
く
練
習
や
試
合
が
で
き
た

の
は
皆
さ
ま
の
支
え
の
お
か
げ
で

し
た
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

な
が
と
成
長
戦
略
検
討
会
議
、
始
動

長
門
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に

　

10
月
21
日
（日）
、
第
１
回
な
が
と

成
長
戦
略
検
討
会
議
が
市
役
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
が
と
成
長
戦
略
検
討
会
議

は
、
長
門
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
業
、
観
光
業
が
低
迷
し

て
い
る
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
、
市
外
の
有
識
者
や
地

元
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、
市
担
当
課
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議

は
、
今
年
度
か
ら
３
年
間
設
置
さ

れ
、
地
域
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

流
通
、
商
品
開
発
、
観
光
事
業
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
今
後
の

事
業
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

１
回
目
と
な
っ
た
こ
の
日
の
会

議
で
は
、
厳
し
い
意
見
が
次
々
と

出
さ
れ
ま
し
た
。

油
谷
中
央
公
民
館
が
優
良
公
民
館
表
彰

地
域
の
絆
で
子
ど
も
を
育
て
る

　

11
月
14
日
（水）
、
第
65
回
優
良
公

民
館
表
彰
を
受
け
た
油
谷
中
央
公

民
館
の
館
長
や
同
館
運
営
協
議
会

の
会
員
ら
が
市
長
室
を
訪
れ
、
受

賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

油
谷
地
区
の
小
学
校
や
中
学
校

に
、
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
が
訪
問

し
て
地
域
の
絆
を
強
め
る
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援
を
続
け
よ
う
！

主
な
支
援
活
動
の
状
況

■
募
金
（
10
月
31
日
現
在
）

◆�

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

長
門
市
地
区
（
市
福
祉
課
）

　

２
０
、７
５
８
、６
９
５
円

◆�

山
口
県
共
同
募
金
会
長
門
支

会
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

５
、２
３
７
、３
８
１
円

　

日
本
赤
十
字
社
、
共
同
募
金
会

と
も
、
募
金
期
間
が
、
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
地
で
は
こ
れ
か
ら
寒
い
時
期
に

な
り
、
支
援
が
必
要
で
す
。

　

引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す

�

市
民
会
議
事
務
局

　
　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

℡
23 

-

１
２
４
５

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係
る

　
　
　
　
　
被
災
者
支
援
長
門
市
市
民
会
議
か
ら

▲委員を前にあいさつを述べる大西市長
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ど
ん
な
に
下
手
で
も
、
ど
ん
な

に
失
敗
し
て
も
笑
顔
で
演
じ
る
。

そ
れ
が
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
結
成
当
初
か
ら
の
伝
統
。
公
演

を
重
ね
る
た
び
、
団
員
全
員
が
精

神
的
に
強
く
な
り
、
歌
や
踊
り
、

演
技
力
を
向

上
さ
せ
て
き

ま
し
た
。
今

回
の
舞
台
で

も
団
員
が
一

つ
と
な
り
、

来
場
者
一
人

ひ
と
り
に
笑

顔
と
元
気
を

届
け
ま
す
。

15

門の長

ど
ん
な
と
き
も
笑
顔
で

　

 　
　
　

見
て
い
る
人
を
元
気
に

　

油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　

檜ひ
が
き垣 

七な

な

こ

菜
子 

さ
ん

楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い

　
「
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
、
自
分

で
は
な
い
違
う
誰
か
を
演
じ
る
こ

と
が
と
て
も
楽
し
い
。」
と
檜
垣

さ
ん
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
魅
力
を

う
れ
し
そ
う
に
語
り
ま
し
た
。

　

第
２
回
定
期
公
演
。
両
親
に
連

れ
ら
れ
て
初
め
て
見
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
。「
い
い
な
。
み
ん
な
と
一

緒
に
こ
の
舞
台
に
立
っ
て
み
た
い

な
」
と
思
い
、
小
学
校
４
年
生
の

と
き
に
入
団
し
ま
し
た
。

　

入
団
し
て
６
年
。
今
で
は
最
上

級
生
と
な
り
団
員
を
引
っ
張
っ
て

い
く
立
場
と
な
り
ま
し
た
。

ちょっと
小耳に

勉
強
や
部
活
動
と
の
両
立

　

中
学
生
に
な
り
稽
古
と
の
両
立

が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

や
る
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

か
ら
こ
そ
集
中
し
て
何
事
に
も
全

力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
大
事
な

リ
ハ
ー
サ
ル
や
稽
古
が
剣
道
部
の

試
合
と
重
な
る
こ
と
が
度
々
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
試
合
に
出
場

で
き
な
い
自
分
を
部
員
は
快
く
送

り
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
続
け

て
来
れ
た
の
は
部
員
た
ち
の
お
か

げ
」
と
感
謝
を
口
に
し
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
好
き

▲ふれあいふるさとまつり in ゆやの舞台で披露

平成 10年３月 11日生／ 14歳／菱海中学校３年

　
﹃
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
﹄
は
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
開
館
５
周
年
記
念

事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
現
在
団
員
は
42
人
。
団
員
は
も
ち

ろ
ん
、
衣
装
や
大
道
具
の
作
成
な
ど
全
て
油
谷
地
区
を
中
心
と
し
た
市
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。

　

今
月
16
日
（日）
に
は
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
で
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
第

11
回
定
期
公
演
「
不
思
議
な
夜
が
や
っ
て
来
た
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

主
人
公
を
演
じ
る
檜
垣
七
菜
子
さ
ん
は
、
間
近
に
迫
っ
た
公
演
に
向
け

て
日
々
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
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固
定
資
産
の
現
況
が

変
更
に
な
っ
た
人
は
ご
連
絡
を

　

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
状
況
に
応
じ
て
、固
定
資
産（
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
を
所
有
し

て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。現
在
、

市
で
は
現
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
登
記
の
異
動
を
伴
わ
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
把
握
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
正
確
で
公
平
な
課
税

を
す
る
た
め
、
平
成
24
年
中
に
次
の

よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
人
は
12
月
28

日
（金）
ま
で
に
本
庁
税
務
課
固
定
資
産

税
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・ 

土
地
の
利
用
状
況
の
変
更
（
現
況

地
目
の
変
更
、
雑
種
地
の
造
成
等

の
状
態
変
更
）

・ 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
（
一
部

取
り
壊
し
も
含
み
ま
す
）

・
家
屋
を
改
築
し
て
用
途
を
変
更
し

　

た
と
き

・ 

未
登
記
の
家
屋
で
売
買
・
相
続
等

に
よ
り
所
有
者
を
変
更
し
た
と
き

■ 

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産

税
係　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
５

介
護
予
防
講
座
の
開
催

　

市
で
は
、
高
齢
者
か
ん
た
ん
体
力

測
定
会
＆
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ

ス
を
開
催
し
ま
す
。「
い
つ
ま
で
も

元
気
で
長
生
き
」
す
る
た
め
に
は
、

正
し
い
知
識
と
日
頃
の
生
活
習
慣
が

大
切
で
す
。
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
み

ん
な
で
学
び
、
日
々
実
践
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

12
／
８
（土）

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日

（木）
ま
で
に

　

地
方
税
法
に
よ
り
平
成
25
年
度
固

定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
に
つ
い
て

は
平
成
25
年
１
月
１
日
が
基
準
日
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
内
に
償
却
資

産
を
所
有
さ
れ
る
人
は
１
月
31
日

（木）

ま
で
に
、
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
お

近
く
の
支
所
へ
申
告
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
書
の
必
要
な
人
や

申
告
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
固
定
資

産
税
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
度
償
却
資
産
申
告
を
行

わ
れ
た
人
に
は
、別
途
通
知
し
ま
す
。

■ 

償
却
資
産
と
は

　

 

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
に

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
を

い
い
、
構
築
物
・
機
械
お
よ
び
装

置
・
船
舶
・
工
具
・
器
具
・
備
品

な
ど
で
す

　

 ︻
例
︼
レ
ジ
ス
タ
ー
、
業
務
用
冷

蔵
庫
、
事
業
用
の
パ
ソ
コ
ン

■ 

対
象
外

・ 

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
対
象

と
な
る
自
動
車
等

・ 

耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取

得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産

で
、
一
時
損
金
に
算
入
し
た
も
の

・ 

取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産

で
、
３
年
間
の
一
括
償
却
を
選
択

し
た
も
の

■ 

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産

税
係　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
５

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

　

水
道
管
は
気
温
が
低
く
な
る
と
凍

結
し
ま
す
。
特
に
、
水
道
管
が
む
き

出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど

は
、
布
や
保
温
チ
ュ
ー
ブ
を
巻
く
な

ど
保
温
対
策
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、夜
間
は
凍
結
し
や
す
い
た
め
、

浴
槽
な
ど
に
少
量
の
水
を
流
し
て
お

く
と
凍
結
を
防
げ
ま
す
。

　

凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は
、

蛇
口
や
水
道
管
に
直
接
熱
湯
を
か
け

ず
、タ
オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
て
か
ら
、

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
、
あ
せ

ら
ず
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

は
、
水
道
課
ま
た
は
当
番
店
お
よ
び

水
道
指
定
工
事
店
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

※
水
道
の
当
番
店
は
30
ペ
ー
ジ
掲
載

■ 

問
い
合
わ
せ　

水
道
課
総
務
係

　
　
　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
６
９

※
夜
間
、
休
日
は
本
庁
・
各
支
所
宿

　

直
へ

・
本
庁　
　
　
　

℡
22
‐
２
１
１
１

・
三
隅
支
所　
　

℡
43
‐
０
２
２
１

・
日
置
支
所　
　

℡
37
‐
２
１
１
１

・
油
谷
支
所　
　

℡
32
‐
１
１
１
１

　

13
：
00
〜
15
：
00

※
受
付
開
始
12
：
45
〜

■
場
所　

旧
伊
上
小
学
校

■ 

内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
準
備
運

動
後
に「
か
ん
た
ん
体
力
測
定
会
」

　

実
践
講
義
：「
生
涯
体
力
作
り
！
」

　

健
康
運
動
指
導
士　

山
部 

巧 

氏

■
対
象　

65
歳
以
上

■ 

申
し
込
み　

不
要

※
当
日
の
体
調
を
十
分
に
整
え
て
ご

　

参
加
く
だ
さ
い
。
飲
み
物
や
タ
オ

　

ル
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
格
好

　

で
お
越
し
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
高
齢
福
祉

係　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
５
７

ま
る
ご
と
長
門﹁
旬
﹂市
場

健
康
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

　

ま
る
ご
と
長
門
﹃
旬
﹄
市
場
に
お

い
て
、
健
康
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
／
12 

(水)

　

９
：
00
〜
11
：
00

■ 

場
所　

ま
る
ご
と
長
門「
旬
」市
場

■ 

内
容　

血
管
年
齢
の
測
定
、
健
康

レ
シ
ピ
紹
介
、
試
食
（
９
：
30
〜

な
く
な
り
次
第
終
了
）

■
参
加
費　

無
料

■ 

問
い
合
わ
せ　

長
門
市
保
健
セ
ン

タ
ー　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
３
３
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
毎
年
１
月

１
日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
調
製
を
行
い
ま
す
。
こ
の

名
簿
は
、
農
業
委
員
会
委
員
に
係
る

選
挙
等
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
登

録
資
格
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書

に
基
づ
い
て
調
製
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

12
月
上
旬
に
、
長
門
地
区
（
通
地

区
を
除
く
）
は
、
農
事
組
合
長
、
通
・

三
隅
・
日
置
・
油
谷
地
区
は
、
行
政

協
力
員
を
通
じ
て
登
載
申
請
書
を
配

布
し
ま
す
。（
平
成
24
年
度
の
名
簿

に
登
載
さ
れ
た
人
に
登
載
申
請
書
を

配
布
し
ま
す
）
登
録
の
資
格
が
あ
る

人
は
、
登
載
申
請
書
に
記
入
の
上
、

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
の
資
格
が
あ
る
人
で
申
請
書

が
届
か
な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
、
農
業
委
員
会
事
務

局
、
各
支
所
経
済
施
設
課
農
政
畜
産

係
、
各
出
張
所
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
な
い
人
は
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

に
係
る
投
票
も
リ
コ
ー
ル
も
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
申
請
も
れ
が
な
い

長
門
市
保
険
料
収
納
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て

　

長
門
市
で
は
、国
民
健
康
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介

護
保
険
料
の
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
市

に
お
い
て
納
付
確
認
が
で
き
な
い
人

に
対
し
て
、
電
話
で
の
納
付
を
呼
び

か
け
る
「
長
門
市
保
険
料
収
納
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
険
料
の

未
納
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

納
付
案
内
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

の
手
続
き
な
ど
の
ご
案
内
を
い
た
し

ま
す
。

■
事
業
開
始
日　

12
／
３ 

（月）

■
設
置
場
所　

長
門
市
役
所
本
庁
舎

■
対
象
と
す
る
保
険
料

　

国
民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

　

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料

■
対
象
と
す
る
被
保
険
者

　

初
期
段
階
の
滞
納
者
、
少
額
の
滞

　

納
者

■
業
務
日
時　

平
日
、
９
時
30
分
か

　

ら
15
時
30
分
ま
で

※
収
納
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
話

　

で
、
保
険
料
の
振
り
込
み
を
指
示

　

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ　

保
険
課
徴
収
係

℡
23
‐
１
３
０
３

長
門
市
民
駅
伝
参
加
者
募
集

第59回

駅 　 伝 　 区 　 間
  ■男子の部、中学・高校女子の部　（全 20．53km）
第 1区　通 大 湊 交 差 点 〜 海上レストラン紫津浦前（4.26km）
第 2区　海上レストラン紫津浦前 〜 大 日 比 公 会 堂 前（3.00km）
第 3区　大 日 比 公 会 堂 前 〜 大 泊 新 谷 宅 前 広 場（2.51km）
第 4区　大 泊 新 谷 宅 前 広 場 〜 立 正 佼 成 会 前（3.76km）
第 5区　立 正 佼 成 会 前 〜 宮 尾 医 院 前（2.90km）
第 6区　宮 尾 医 院 前 〜 市 役 所 南 側 駐 車 場（4.10km） 

  ■小学生の部、一般女子の部　（全 10．22km）
第 1区　クロセ（株）仙崎作業所前 〜 岡 本 産 業 前（1.32km）
第 2区　岡 本 産 業 前 〜 立 正 佼 成 会 前（1.90km）
第 3区　立 正 佼 成 会 前 〜 友 愛 荘 前（1.50km）
第 4区　友 愛 荘 前 〜 宮 尾 医 院 前（1.40km）
第 5区　宮 尾 医 院 前 〜 田 屋 公 会 堂 前（1.85km）
第 6区　田 屋 公 会 堂 前 〜 市 役 所 南 側 駐 車 場（2.25km）

■
開
催
日　

平
成
25
年
１
／
27 

（日）

■�

開
会
式

　

８
：
30
〜　

市
役
所
南
側
駐
車
場

■�

部
門　
一
般
１
〜
３
部
、
高
校
男
子
、

中
学
男
子
、一
般
女
子
、
中
学
・
高
校

女
子
、
小
学
男
子
、
小
学
女
子

■
参
加
資
格

・�

一
般
の
部
は
、
市
内
に
居
住
ま
た
は

市
内
の
職
場
に
在
職
す
る
社
会
人

（
中
・
高
校
生
の
参
加
は
２
名
ま

で
）
体
育
協
会
加
盟
登
録
チ
ー
ム
で

出
場
さ
れ
る
場
合
に
限

り
、
市
外
者
の
出
場
可

・�

高
校
の
部
は
、
市
内
に
居

住
ま
た
は
市
内
の
高
校
に

在
学
の
学
生

・�

中
学
の
部
は
、
市
内
の
中

学
校
に
在
学
の
学
生

・�

小
学
生
の
部
は
、
３
年
生

以
上
。
た
だ
し
、
３
年
生

は
1.5
㎞
以
内
の
区
間
限
定

■�

編
成　

監
督
１
人
、
選
手

６
人
、
補
員
２
人
、
計
９
人

（
チ
ー
ム
は
役
員
を
１
人
選

出
・
成
人
の
者
）

■
参
加
料

・
一
般　
　
　

３
、０
０
０
円

・�

小
、
中
、
高
校
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

１
、５
０
０
円

■
申
込
期
限　

12
／
20 

（木）

■�

申
込
方
法　

参
加
料
を
添
え
て
長
門

市
体
育
協
会
へ
申
込
書
を
提
出
。
１

日
保
険
に
加
入
の
場
合
、
保
険
料

（
200
円
×
人
数
）も
添
え
る

■
監
督
会
議

・
日
時　

1
／
17 

（木）　

18
：
30
〜

�

・
場
所　

物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
２
階

※�

欠
席
チ
ー
ム
は
出
場
出
来
ま
せ
ん

※�

代
理
出
席
は
同
一
チ
ー
ム
内
の
み
可

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
体
育
協
会  

℡
22
‐
３
５
４
０

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
登
録
資
格

　

�

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資
格
の
あ
る

人
は
次
の
①
〜
③
の
条
件
を
全
て

満
た
す
人
で
す

①�

平
成
５
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人

②
長
門
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

③�

次
の
（ア）
〜
（ウ）
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

（ア） �
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
、

耕
作
の
業
務
を
営
ま
れ
て
い
る
人

（イ） �

（ア）
の
人
の
同
居
の
親
族
、
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
で
年
間
お
お
む
ね
60

日
以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事
し
て

い
る
人

（ウ） �

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
、

耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法

人
の
組
合
員
等
で
、
年
間
お
お
む

ね
60
日
以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事

し
て
い
る
人

■
登
載
申
請
書
提
出
期
限

　

平
成
25
年
１
／
７ 

（月）

■
登
載
申
請
書
提
出
先

・
長
門
地
区（
通
地
区
を
除
く
）の
人

農
事
組
合
長

・
通
・
三
隅
・
日
置
・
油
谷
地
区
の
人

行
政
協
力
員

■�

問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
23
‐
１
１
６
７



な
が
と
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
日
時　

12
／
７ 

（金）　

10
：
00
〜

■ 

場
所　

長
門
市
物
産
観
光
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室

■ 

内
容　

講
演
「
今
、
金
子
み
す
ゞ

と
ど
う
向
き
合
う
か
」

　

講
師
：
林
五
世
夫 

氏
（
明
治
図

　

書
出
版
株
式
会
社
相
談
役
、
長
門

　

市
出
身
）

■ 

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

■ 

申
込
方
法　

氏
名
を
観
光
課
ま
で

連
絡

■ 

申
込
締
切　

12
／
５ 

（水）

■ 

問
い
合
わ
せ　

　

観
光
課
観
光
振
興
係

　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
３
７
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街　

頭　

献　

血

■
日
時
／
場
所

・
12
／
３ 

（月）

　

10
：
00
〜
12
：
00

　

13
：
15
〜
16
：
00　

フ
ジ
長
門
店

・
12
／
25 

（火）

　

９
：
30
〜
11
：
30　

長
門
警
察
署

　

13
：
00
〜
14
：
00

長
門
土
木
建
築
事
務
所

　

15
：
00
〜
16
：
30　
　

岡
田
病
院

■
内
容　

400 

ml
献
血
限
定

※ 

献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
献
血
手
帳

を
ご
持
参
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
福
祉
係

℡
23
‐
１
２
４
３

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
﹇
秋
の
叙
勲
﹈

元
国
務
大
臣
秘
書
官

  

松 

永
　
隆 

さ
ん

78
歳
（
山
崎
）

に
こ
に
こ
ス
テ
ッ
プ
講
座

　

に
こ
に
こ
ス
テ
ッ
プ
運
動
と
は
、

音
楽
に
合
わ
せ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
行

え
る
踏
み
台
昇
降
運
動
で
す
。
筋
力

ア
ッ
プ
、
減
量
の
た
め
運
動
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
／
13 

（木）　13
：
30
〜
15
：
00

■
場
所　

長
門
市
物
産
観
光
セ
ン

タ
ー
会
議
室
１
・
２

■ 

内
容　

血
圧
測
定
、体
脂
肪
測
定
、

個
別
相
談
（
健
康
・
栄
養
等
）

　

運
動
講
習
「
に
こ
に
こ
ス
テ
ッ
プ

　

運
動
」

■ 

持
参
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運

動
の
で
き
る
服
装

■ 

参
加
費　

無
料

■ 

定
員　

20
人
程
度

■ 

申
込
締
切　

12
／
６ 

（木）

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

萩
焼
展
～
萩
焼
に

魅
せ
ら
れ
て
・
パ
ー
ト
Ⅱ
～

　

萩
焼
の
歴
史
は
約
400
年
に
も
な

り
、
古
い
窯
の
跡
が
県
指
定
文
化
財

の
史
跡
と
し
て
長
門
市(

三
ノ
瀬)

・

萩
市
に
あ
り
ま
す
。

　

個
人
の
収
集
を
通
じ
て
萩
焼
の
魅

力
と
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

パ
ー
ト
Ⅰ
の
長
門
市
出
身
萩
焼
作
家

の
作
品
展
示
に
続
い
て
、
パ
ー
ト
Ⅱ

で
は
、
長
門
市
を
含
む
県
内
の
萩
焼

作
家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間　

12
／
３ 
（月）
〜
１
／
31 

（木）

　

９
：
00
〜
17
：
00

※
休
館
日
は
年
末
年
始
（
12
／
29
〜

　

１
／
３
）

※
土
日
祝
は
開
館
し
ま
す

■ 

場
所　

な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室

（
教
育
委
員
会
１
階
）

■ 

内
容　

県
内
萩
焼
作
家
44
人
（
工

房
を
含
む
）
の
茶
碗
等
190
点
の
展
示

■ 

入
場
料　

無
料

■ 

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
文
化
財
保
護
室　
　
　

　
　

℡
23
‐
１
２
６
４

旭
日
双
光
章
﹇
秋
の
叙
勲
﹈

元
日
置
町
議
会
議
員

  

堀
　
博 

通 

さ
ん

78
歳
（
一
円
）

旭
日
小
緩
章
﹇
秋
の
叙
勲
﹈

元
県
医
師
会
会
長

  

木 

下 
敬 
介 
さ
ん

70
歳
（
湊
２
区
）
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　年末年始の業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　●休み　　　午前中が休み　　　午後が休み

日／曜日　
　業務内容

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

市役所の一般業務 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

窓口業務

戸籍謄・抄本、印鑑証明、住民票、旅券
など ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

死亡・婚姻などの戸籍届出 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ごみ収集 廃棄物対策係　℡ 23-1249

清掃工場 ℡ 25-3230 ● 16 時
まで

16 時
まで ● ● ● ● ●

し尿
汲み取り

長門・日置　長門環境管理センター　℡ 26-2752
油谷地区　油谷営業所　　℡32-2345 ● ● ● 年内の汲み取り申込は12／20（木）まで ● ● ● ● ● ● ● ●
三隅地区

馬場クリーン　℡ 43-0303 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

斎場 ●
下水道管が詰まったとき

東深川浄化センター　℡ 26-1289

市立図書館 ℡ 26-5123 ● ● ● ● ● ● ● ●

ルネッサながと ℡ 26-6001 ● ● ● ● ● ●
ラポールゆや・図書館ゆや分館 ℡ 33-0051 ● ● ● ● ● ● ● ●
金子みすゞ記念館 ℡ 26-5155 ● ● ● ●

くじら資料館 ℡ 28-0756 ● ● ● ●

香月泰男美術館 ℡ 43-2500 ● ● ● ●

村田清風記念館 ℡ 43-2818 ● ● ● ●

湯本温泉

湯免ふれあいセンター ℡ 43-1000 ● ● ● ●

日置農村活性化交流センター ℡ 37-4320 ● ● ● ●

各小・中学校体育館、小河内公園グラウ
ンド、長門農業者トレーニングセンター、
赤崎山スポーツ遊園地、武道館、俵山多
目的交流広場、三隅総合運動公園、三隅
農業者トレーニングセンター、三隅勤労
者スポーツセンター、日置総合運動公園、
日置Ｂ＆Ｇ海洋センター、油谷総合運動
公園、油谷勤労者体育センター

● ● ● ● ● ●

総合公園テニスコート ● ● ● ● ● ● ● ● ●

窓口業務はお休みですが宿直で受け付けます

恩湯　℡ 25-4507
礼湯　℡ 25-3041

「広報ながと」への広告掲載のお申し込みは、（有）有誠社印刷所へ  ℡ 22-1240

各地区のごみ収集カレンダーをご確認ください
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《
全
園
共
通
事
項
》

■
申
込
期
間

　

12
／
３
（月）
〜
平
成
25
年
１
／
31 
（木）

■�

申
込
方
法　

次
の
申
込
受
付
場
所
お

よ
び
各
園
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い（
保
育
園
希
望
者
は
別
に
必

要
書
類
有
り
）

※�

保
育
園
の
新
規
希
望
者
は
、
受
付
の

際
に
家
族
状
況
等
の
ご
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

※�

年
度
途
中
に
育
児
休
業
明
け
や
出
産

な
ど
で
入
園
を
希
望
す
る
人
も
、
こ

の
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※�

各
園
の
見
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

■
申
込
場
所
・
問
い
合
わ
せ

・
本
庁
福
祉
課
子
ど
も
未
来
室

℡
23
‐
１
１
５
６

・
三
隅
支
所
総
合
窓
口
課
健
康
福
祉
係

℡
43
‐
２
４
４
４

・
日
置
支
所
総
合
窓
口
課
健
康
福
祉
係

℡
37
‐
２
１
９
３

・
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
33
‐
３
０
２
１

※�

在
園
中
の
人
の
み
各
園
（
在
園
児
の

弟
・
妹
の
新
規
分
を
含
む
）

《
保
育
園
》　

平
成
25
年
度
入
園
予
定
の

０
歳
（
６
ヵ
月
以
上
）か
ら
、
５
歳
ま
で

の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

■
入
園
人
員
等　

表
の
と
お
り

■
入
園
で
き
る
児
童
の
基
準

　

�

保
育
所
へ
入
園
で
き
る
児
童
は
、
そ

の
保
護
者
（
同
じ
敷
地
内
に
住
む
65

歳
未
満
の
親
族
を
含
む
）
が
次
の
い

ず
れ
か
の
事
情
で
児
童
を
家
庭
で
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
す

・�
昼
間
自
宅
内
外
で
仕
事
に
従
事
（
１

　

日
に
４
時
間
以
上
か
つ
月
に
13
日
以 

　

上
）
し
て
い
る
場
合

・
母
親
が
出
産
前
後
の
場
合

・�

病
気
ま
た
は
心
身
に
障
害
が
あ
る
場
合

・�

同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
場
合

・�

災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

・�

そ
の
他
明
ら
か
に
保
育
が
で
き
な
い

事
情
が
あ
る
場
合

※�

自
営
・
農
業
・
漁
業
手
伝
い
、
育
児
休

業
中
、
求
職
中
等
に
つ
い
て
は
、
入

園
の
優
先
度
が
低
く
、
希
望
保
育
園

に
入
園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

■
必
要
書
類

《�

申
込
書
と
一
緒
に
提
出
す
る
も
の
》

・
誓
約
書

・�

入
園
の
理
由
と
な
る
証
明
書
類

　

�

就
労
（
予
定
）
証
明
書
、
母
子
手
帳
の

分
娩
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
わ
か

る
と
こ
ろ
の
コ
ピ
ー
、
診
断
書
、
在

学
証
明
書
な
ど

※�

期
間
内
に
書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
と
選

考
対
象
か
ら
外
れ
ま
す

《
平
成
25
年
３
／
15 

（金）
ま
で
に
提
出
す
る
も
の
》

・�

保
育
料
算
定
に
必
要
な
書
類

　

�

源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告
を
さ
れ
た

人
は
確
定
申
告
書
の
写
し
、
市
民
税

申
告
書
の
控
え
な
ど

■
保
育
料　

表
の
と
お
り

《
宗
頭
幼
稚
園
》

　

平
成
25
年
度
入
園
予
定
の
満
３
歳
か

ら
、
５
歳
ま
で
の
園
児
を
募
集
！

・
定
員　

80
人

・
住
所　

三
隅
上
３
２
２
５
‐
１

・
電
話
番
号　

℡
43
‐
０
２
４
２

■
入
園
料　

１
、０
０
０
円
／
人

■
保
育
料　

５
、２
０
０
円
／
月
・
人

※�

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
給
付
制
度
あ
り

※�

給
食
費
・
教
材
費
等
別
途
徴
収

■
教
育
・
保
育
時
間　

８
：
00
〜
15
：
30

■
休
園
日　

公
立
学
校
に
準
ず
る

※�

夏
季
保
育
は
14
日
間
程
度

《
俵
山
幼
児
園
》

　

平
成
25
年
度
入
園
予
定
の
満
２
歳
か

ら
、
５
歳
ま
で
の
園
児
を
募
集
！

・
定
員　

60
人

・
住
所　

俵
山
２
３
３
４
‐
１

・
電
話
番
号　

℡
29
‐
０
８
３
０

■
保
育
料
（
１
人
１
月
）

　

�

３
歳
以
上
児　

１
２
、０
０
０
円

　

�

３
歳
未
満
児　

１
４
、０
０
０
円

※�

兄
弟
姉
妹
の
同
時
入
所
は
下
の
子
ど

も
が
１
、０
０
０
円
引
き
で
す

※�

給
食
費
・
教
材
費
等
別
途
徴
収

■
保
育
時
間

　

平
日　
　

８
：
00
〜
16
：
45

　

土
曜
日　

８
：
00
〜
12
：
00

■
休
園
日　

日
・
祝
日

　

�

４
／
１
〜
４
、８
／
13
〜
16

　

12
／
29
〜
１
／
３

■保育園の入園人員等　※受入年齢は平成 25 年４月 1日現在

公私 保育園名 定員 開園時間 入園受入年齢 電話番号

公立

通保育園 30 7：30 〜
18：00 １歳児〜 28-0149

東深川保育園 150 7：30 〜18：30
０歳児

（６ヵ月以上〜） 22-0710

みのり保育園 120 7：00 〜19：00
０歳児

（６ヵ月以上〜） 22-2060

三隅保育園 150 7：00 〜19：00
０歳児

（６ヵ月以上〜） 43-2211

日置保育園 120 7：30 〜18：30
０歳児

（６ヵ月以上〜） 37-2271

黄波戸保育園 45 7：30 〜
18：00 １歳児〜 37-2248

菱海保育園 90 7：30 〜
19：00

０歳児
（６ヵ月以上〜） 32-0029

向津具保育園 30 7：30 〜
18：00

０歳児
（６ヵ月以上〜） 34-0142

私立 みすゞ保育園 90 7：00 〜
19：00

０歳児
（６ヵ月以上〜） 26-1327

公立
宗頭幼稚園 80 8：00 〜

15：30 満３歳児以上〜 43-0242

俵山幼児園 60 8：00 〜
16：45 満２歳児以上〜 29-0830

■保育料額表　※兄弟姉妹の同時入所、ひとり親家庭など割引制度あり

各月初日の入所児童の属する世帯
の階層区分

保育料
（月額／単位：円）

区分 定　義 ３歳未満児 ３歳以上児

第１
階層

生活保護法による被保護世帯
（単給世帯含む） 0 0

第２
階層

第１、第４〜第
７階層を除き、
24年度市民税の
額が次の区分に
該当する世帯

市民税
非課税世帯 8,000 5,000

第３
階層

市民税
課税世帯 12,000 10,000

第４
階層

第１階層を除
き、24 年分の
所得税課税世
帯であって、
その額が次の
区分に該当す
る世帯

40,000 円
未満 19,000 17,000

第５
階層

40,000 円
以上

103,000 円
未満

24,000 22,000

第６
階層

103,000 円
以上

413,000 円
未満

29,000 27,000

第７
階層

413,000 円
以上 34,000 28,000

　
保
育
園
、
宗
頭
幼
稚
園
、
俵
山
幼
児
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
！

平
成
25
年
度 

園
児
募
集
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まるごと長門「旬」市場（農産物等直売実証実験店舗）
出  荷  者  協  議  会（農産物）会  員  募  集

　地域経済の活性化に繋がる「長門市農産物等直売施設」の実現に向けて、農産物等直売実証実験店舗
「まるごと長門『旬』市場」を開設しています。
　本年10月22日（月）から、販売・出荷等の実証実験のため、毎日営業に変更しました。
　つきましては、農産物の出荷者協議会会員を募集していますので、下記により、お申し込みください。

ＪＡ長門大津・長門市

長門市深川湯本
ＪＡライスセンター敷地内

毎日営業

月〜金曜日　午前９時〜正午
土・日曜日　午前９時〜午後４時

委託販売
午前７時から
出荷者が決定

農産物　１５％
加工品　２０％

運営主体

開催場所

営業日

営業時間

販売方法
搬入時間
販売価格

販売手数料

至長門市街 

県道下関長門線 まるごと長門『旬』市場 

国
道
316
号 

至湯本温泉 

至三隅 

消防機庫 

至日置 

ロ
ー
ソ
ン 

セ
ブ
ン 

イ
レ
ブ
ン 

ライスセンター 

みのりロード 

駐車場 

●P

■�応募要件
・長門市に在住の人、または農地を有する人で、市内産
　の農産物を出荷できる人
・農産物の生産について、農薬取締法等の関係法令を遵
　守し、栽培履歴が確認できる人
・出荷者を構成員とする「出荷者協議会」の会員とな　
　り、生産・販売計画に参画できる人
※農業法人等の団体も対象となります
■�申込期限　随時受付けています
■�申し込み・問い合わせ
　まるごと長門『旬』市場  　   TEL22-7488 FAX22-7489
　ＪＡ長門大津 営農販売課　    TEL22-3170 FAX22-8673
　農林課流通企画室　　　　　 TEL23-1267 FAX22-8458
※上記に備え付けの申込書にて、申し込んでください

■�まるごと長門「旬」市場の概要

毎日
やっちょるよ！

売ってみん？

帰
省
に
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

も
っ
と
お
得
に
美
祢
線
を

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
ふ
る
さ
と
利
用

　

長
門
市
出
身
の
県
外
に
居
住
す
る

高
校
生
・
大
学
生
・
専
門
学
校
生
等
が
、

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
を
利
用
し
て
長
門
市
に

帰
省
し
た
場
合
、
Ｊ
Ｒ
運
賃
の
２
分

の
１
ま
た
は
５
、０
０
０
円
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額
を
補
助
し
ま
す
。

■
申
請
場
所　

商
工
水
産
課
商
工
振

　

興
室

■
申
請
方
法　

乗
車
券
（
写
）
と
学

　

生
証
（
写
）
を
添
付
し
、
申
請
書
に

　

乗
車
し
た
車
両
番
号
等
の
必
要
事
項

　

を
記
入
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い

団
体
乗
車
券
購
入
補
助

　

３
人
以
上
で
Ｊ
Ｒ
美
祢
線
に
乗
車

す
る
概
ね
半
数
以
上
が
長
門
市
民
で

あ
る
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ

美
祢
線
部
分
（
長
門
市
駅
‐
厚
狭

駅
間
）
の
乗
車
運
賃
の
２
分
の
１

（
１
０
円
未
満
切
捨
）
を
補
助
し
ま

す
。
限
度
額
は
、
一
人
片
道
４
０
０

円
、
往
復
８
０
０
円
。

■
申
請
場
所　

長
門
市
駅
観
光
案
内
所

回
数
乗
車
券
購
入
補
助

　

回
数
乗
車
券
購
入
費
用
の
う
ち
Ｊ

Ｒ
美
祢
線
部
分（
長
門
市
駅
‐
厚
狭

駅
間
）の
額
の
20
％
を
補
助
し
ま
す
。

■
申
請
場
所　

商
工
水
産
課
商
工
振

　

興
室

※
各
申
請
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て

　

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い

■�

問
い
合
わ
せ　

商
工
水
産
課
商
工

振
興
室　
　
　

℡
23
‐
１
２
１
６

公
共
交
通
に
関
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

　

長
門
市
で
は
、
将
来
の
公
共
交
通

を
持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
た

め
、
長
門
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
の
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
可
能
な
も
の

と
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
か
ら
幅

広
く
公
共
交
通（
鉄
道
・
路
線
バ
ス
等
）

に
関
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

普
段
公
共
交
通
を
利
用
さ
れ
て
い

る
人
、
そ
う
で
な
い
人
も
、
市
民
協

働
で
地
域
公
共
交
通
を
守
る
た
め
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
（
様
式
任
意
）
は
、
メ
ー

ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で
ご
送

付
く
だ
さ
い
。

■�

送
付
・
問
い
合
わ
せ　

商
工
水
産

課
商
工
振
興
室

　
　
　

  

℡
23
‐
１
１
３
６

FAX 

23
‐
１
１
４
６

mailshoko@
city.nagato.lg.jp

一緒に
　しょ〜や！
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市
で
は
、
平
成
22
〜
25
年
度
を
計

画
期
間
と
し
た
「
第
２
次
長
門
市
経

営
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
新
た

に
「
刷
新
」
を
経
営
理
念
と
し
た

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
組
織
」
へ
の
変

革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
で
は
、
①
財
政
健
全
化
に

向
け
た
取
り
組
み
、
②
効
率
的
・
効

果
的
な
組
織
体
制
の
整
備
、
③
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
を
３
つ
の
重

点
課
題
と
し
て
、
13
の
改
革
項
目
を

実
現
す
る
た
め
、
123
の
事
業
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
、

123
の
事
業
の
う
ち
、
57
事
業
が
取
り

組
み
中
、
59
事
業
が
完
了
、
７
事
業

が
未
着
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

改
革
項
目
ご
と
の
主
な
取
り
組
み

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

●
歳
入
の
確
保

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
本
格
実
施

　

下
水
道
使
用
料
の
改
定

　

施
設
使
用
料
の
適
正
化

　

観
光
案
内
マ
ッ
プ
へ
の
広
告
掲
載

●
歳
出
の
見
直
し

　

緊
急
呼
出
手
当
の
廃
止

　

温
泉
パ
ス
ポ
ー
ト
の
廃
止

　

指
定
管
理
料
の
見
直
し

●
財
政
状
況
の
分
析
と
開
示

　

新
地
方
公
会
計
制
度
に
よ
る
財
務

　

諸
表
の
作
成
と
公
表

効
率
的
・
効
果
的
な
組
織
体
制
の
整
備

●
定
員
管
理
の
適
正
化

　

第
２
次
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進

●
組
織
機
構
の
見
直
し

　

保
険
課
・
福
祉
課
の
新
設

　

す
ぐ
や
る
係
を
総
務
課
へ

　

市
民
相
談
業
務
を
市
民
課
へ

●
公
共
施
設
運
営
の
見
直
し

　

通
中
学
校
を
仙
崎
中
学
校
に
統
合

●
電
子
自
治
体
の
推
進

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
研
修
の
実
施

●
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

　

職
員
提
案
制
度
の
見
直
し

　

人
事
評
価
制
度
の
試
行
を
全
職
員

　

に
拡
大
実
施

●
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

　

平
成
23
年
度
は
、
市
総
合
計
画
の

　

102
の
具
体
施
策
を
対
象
と
し
た
施

　

策
評
価
と
、
具
体
施
策
を
達
成
す

　

る
手
段
で
あ
る
571
の
事
務
事
業
に

　

つ
い
て
評
価
を
実
施

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進

●
推
進
計
画
等

　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
計
画
の

　

進
捗
管
理
と
検
証

●
民
間
委
託

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
番
組
制
作
業
務
の
委
託

　

下
水
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
の
維

　

持
管
理
業
務
全
地
区
委
託
完
了

●
市
民
協
働

　

講
演
会
・
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　

農
林
道
施
設
等
の
維
持
管
理
に
係

　

る
原
材
料
支
給
制
度
の
創
設

■
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
広
報
課
経
営
改
革
室

　
　
　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
１

※
第
２
次
長
門
市
行
政
改
革
実
施
計

　

画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
平
成

　

23
年
度
の
進
捗
状
況
お
よ
び
平
成

　

23
年
度
の
行
政
評
価
の
概
要
は
、

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

　

た
だ
け
ま
す

平
成
23
年
度
の
第
2
次
長
門
市
経
営
改
革

プ
ラ
ン
の
取
組
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

改革プランの項目別進捗状況
重 点 課 題 改 革 項 目 事 業 数

事 業 の 進 捗 状 況

未 着 手 取 組 中 完 了

１、財政健全化に向けた取り組み

①歳入の確保 18 4 7 7

②歳出の見直し 28 13 15

③財政状況の分析と開示 2 1 1

２、 効率的・効果的な組織体制
の整備

①定員管理の適正化 2 2

②組織機構の見直し 23 1 5 17

③公共施設運営の見直し 12 1 2 9

④電子自治体の推進 5 1 4

⑤人材育成システム 4 2 2

⑥行政評価システム 3 3

３、アウトソーシングの推進

①推進計画等 2 2

②民営化 2 2

③民間委託 15 1 11 3

④市民協働 7 6 1

計 123 7 57 59
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多
重
債
務
無
料
法
律
相
談

■
日
時　

12
／
21 

（金）
、
22 

（土）

　

17
：
00
〜
20
：
00

■
場
所　

萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■ 

相
談
員　

弁
護
士
、
司
法
書
士

※
希
望
者
に
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　

プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
個
別
家
計
診

　

断
を
行
い
ま
す
（
21
日
の
み
）

■ 

募
集
人
員　

先
着
６
人（
両
日
と
も
）

■
予
約
受
付
期
間

　

12
／
３ 

（月）
〜
18 

（火）

■ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
３
８
‐
25
‐
０
９
９
９

み
ん
な
の掲

示
板

く
ら
し
の
情
報

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

市
で
は
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
「
長
門
市
空
き
家
等
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例
（
案
）」
の

制
定
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
条
例
案
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

12
／
３ 

（月）
〜
28 

（金）

■
閲
覧
場
所　

本
庁
３
階
情
報
閲
覧

　

コ
ー
ナ
ー
、
本
庁
企
画
政
策
課
、

　

各
支
所
、
各
出
張
所
ま
た
は
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.nagato.　

　

　

yam
aguchi.jp/adm

in_info/

　

public_com
ents.htm

l

■ 

提
出
方
法　

閲
覧
場
所
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
専
用
用

紙
に
記
入
し
、持
参
ま
た
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
提
出
。
も
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
入

力
フ
ォ
ー
ム

■ 

提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
５
９
‐
４
１
９
２

　

長
門
市
東
深
川
１
３
３
９
‐
２

　

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

℡
23
‐
１
２
２
９

FAX 

22
‐
０
１
３
５

mailchosei@
city.nagato.lg.jp

ち
ひ
ろ
コ
ン
サ
ー
ト

金
子
み
す
ゞ
の
心
に
ふ
れ
て

■
日
時　

12
／
23 

（日）

　

10
：
00
〜
11
：
30

■ 

場
所　

長
門
市
中
央
公
民
館

■ 

主
催　

夢
サ
ポ
ー
ト
「
な
が
と

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
ち
ひ
ろ
コ

ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

※
入
場
料
無
料
。 

申
込
不
要

■ 
対
象　

長
門
市
民

■ 

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課　
　

℡
23
‐
１
２
５
９

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

　

海
外
の
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
援
助

の
手
を
差
し
延
べ
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外

た
す
け
あ
い
」
を
12
月
１
日
か
ら
25

日
ま
で
の
間
実
施
し
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、
世
界
各

地
で
多
発
す
る
自
然
災
害
や
紛
争
等

に
よ
る
犠
牲
者
の
緊
急
援
助
、
開
発

途
上
国
赤
十
字
社
の
行
う
保
健
衛

生
・
災
害
対
策
事
業
お
よ
び
青
少
年

の
教
育
支
援
事
業
等
の
開
発
協
力
に

役
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■ 
義
援
金
受
付
窓
口　

郵
便
局
・
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
、
山
口
銀
行
、
農
業

協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
各
放
送
局
、
日
本
赤
十
字
社

（
支
部
、
病
院
、
血
液
セ
ン
タ
ー
）

■ 

問
い
合
わ
せ

　

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

℡
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
１
０
２

ふ
る
さ
と
山
口

企
業
合
同
就
職
フ
ェ
ア

■
日
時　

12
／
18 

（火）

駐
輪
場
の
自
転
車
整
理

　

人
丸
駅
駐
輪
場
の
自
転
車
の
整
理

を
行
い
ま
す
。

　

長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
自
転
車
に
お
知
ら
せ
札
を
取
り

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
心
当
た
り
の

あ
る
人
は
12
月
11
日
（火）
ま
で
に
お
知

ら
せ
札
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
知
ら
せ
札
が
取
り
付
け

て
あ
る
場
合
は
、
油
谷
支
所
総
合
窓

口
課
が
撤
去
・
保
管
し
、
３
月
12
日

（火）
ま
で
に
所
有
者
の
申
し
出
が
な
い

場
合
は
廃
棄
処
分
し
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

油
谷
支
所
総
合
窓

口
課　
　
　
　

℡
32
‐
１
１
１
１

・
高
校
の
部　
　

10
：
00
〜
12
：
00

・
学
生
（
高
校
生
以
外
）
一
般
の
部

第
１
部　

10
：
00
〜
12
：
30

第
２
部　

13
：
30
〜
16
：
00

※
第
１
部
と
第
２
部
で
は
参
加
企
業

　

が
異
な
り
ま
す

■
場
所　

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

※ 

高
校
生
は
、
学
校
を
通
じ
て
の
事

前
申
込
が
必
要
で
す

■
参
加
料　

無
料

■ 

対
象
者　

平
成
25
年
３
月
に
高

校
・
大
学
・
短
大
等
を
卒
業
予
定

の
人
。 

求
職
中
の
一
般
の
人

※
く
わ
し
く
は
、
山
口
県
若
者
就
職

　

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
３
‐
９
７
６
‐
１
１
４
５
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放
送
大
学
４
月
生

募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
通
院
制
の
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
の
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

■
出
願
期
限　

２
／
28 

（木）

■ 

問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
３
‐
９
２
８
‐
２
５
０
１

商
工
会
議
所
・
商
工
会

合
同
な
ん
で
も
相
談
会

　

長
門
商
工
会
議
所
・
な
が
と
大
津

商
工
会
で
は
、
今
年
も
合
同
で
何
で

も
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
／
５ 

（水）　10
：
00
〜
15
：
00

■
場
所　

長
門
商
工
会
議
所

■ 

相
談
内
容　

金
融
、
経
営
、
税
務
・

経
理
、
労
務
・
労
働
、
社
会
保
険
、

法
律
、
年
金
、
登
記
、
特
許
、
各

種
共
済
、
デ
ザ
イ
ン
、
創
業
等

■ 

相
談
料　

無
料

■ 

問
い
合
わ
せ

・
長
門
商
工
会
議
所℡

22
‐
２
２
６
６

・
な
が
と
大
津
商
工
会

℡
43
‐
０
０
３
３

紛
争
自
主
解
決
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

労
働
条
件
の
引
き
下
げ
・
解
雇
等

を
は
じ
め
と
し
た
職
場
ト
ラ
ブ
ル
を

解
消
・
防
止
す
る
た
め
、
事
業
主
・

労
務
管
理
担
当
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

１
／
28 

（月）　14
：
00
〜
16
：
00

林
業
退
職
金
共
済
制
度

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？
林
退
共
制
度
に
加

入
し
て
い
た
の
に
、
退
職
金
を
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を
探
し
て
い

ま
す
。
加
入
し
て
い
た
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
人
も
調
べ
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者

お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん
は
、
各

種
手
続
き
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は

速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構

℡
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
７

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
お
知
ら
せ

　

県
内
す
べ
て
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

高
齢
者
雇
用
安
定
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

65
歳
未
満
の
定
年
を
定
め
て
い
る

事
業
主
は
、
平
成
25
年
４
月
１
日
以

降
、
希
望
者
全
員
を
継
続
雇
用
制
度

の
対
象
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

萩
公
共
職
業
安
定
所

℡
０
８
３
８
‐
22
‐
０
７
１
４

お
い
て
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
へ

の
職
業
相
談
か
ら
住
宅
・
生
活
支
援

ま
で
、
幅
広
く
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
取
扱
う

サ
ー
ビ
ス
以
外
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
へ
の
案
内
も
併
せ
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
年
末
年
始
を
迎
え
る
前
に

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

長
門
分
室　
　

℡
22
‐
８
６
０
９

コ
ー
ル
・
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ

第
28
回
定
期
演
奏
会

■
日
時　

12
／
16 
(日)　

14
：
00
開
演

■ 

場
所　

長
門
市
中
央
公
民
館

■ 

入
場
料

・
前
売
：
700
円

・
当
日
：
800
円

■ 

ス
テ
ー
ジ
内
容　

チ
ム
・
チ
ム
・

チ
ェ
リ
ー
、
鳩
に
え
さ
を
、
雪
の

降
る
ま
ち
を　

ほ
か

■ 

問
い
合
わ
せ　

女
声
合
唱
団
コ
ー

ル
・
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ
（
重
村
）

℡
22
‐
０
７
４
０

■
場
所　

山
口
県
健
康
づ
く
り
セ
ン

　

タ
ー

■ 

演
題　

判
例
を
交
え
た
労
働
条
件

不
利
益
変
更
を
巡
る
紛
争
と
解
決
に

向
け
た
考
え
方

■ 

講
師　

弁
護
士　

永
田
信
明 

氏

　

（
永
田
法
律
事
務
所
）

■ 

参
加
費　

無
料

※
要
事
前
申
込
、
先
着
順
受
付

■ 

定
員　

180
人

■ 

問
い
合
わ
せ　

山
口
労
働
局
総
務

部
企
画
室

℡
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
６
５

・利用者等の声（困った、不平
　　　　　　　　納得がいかない等）
・利用者等からの通報（不正な

介護サービスが行われている等）
をお寄せください
※ 相談は無料、秘密は守ります。お気軽
　にご相談ください。
山口県国民健康保険団体連合会　介護保険課 介護保険班

☎０８３‐９９５‐１０１０
【受付時間　9：00 ～ 17：00（土日祝を除く）】

介護サービスの苦情・相談は
国保連合会でも受け付けています



Ａ
z 

u 

l
：
山
口
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
の＂
青
＂展

●
と
き　

12
／
１ 

（土）
〜
25  

（火）

10
：
00
〜
16
：
00

● 

入
場
料　

無
料

● 

会
場　

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

宝
く
じ
文
化
公
演

富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
公
演
２
０
１
３
冬

﹁
明
日
、
悲
別
で
﹂

●
と
き　

２
／
12 

（火）　

18
：
30
開
演

● 

作
・
演
出　

倉
本 

聰

● 

入
場
料　

・
一
般　
　
　
　

３
、
０
０
０
円

・
高
校
生
以
下　

２
、
５
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、
特
別
料

　

金
と
な
っ
て
い
ま
す

● 

発
売
日　

発
売
中

文
化
情
報

く
ら
し
の
情
報

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

℡
26
︲
６
０
０
１

第
13
回 

万
作
・
萬
斎　
　
　

　

狂
言
公
演

●
と
き　

１
／
12 

（土）　

14
：
00
開
演

● 

番
組
・
出
演

・
小
舞
「
雪
山
」　

中
村
修
一

・
小
舞
「
八
島　

後
」　

岡 

聡
史

・
狂
言
「
鬼
瓦
」　

野
村
万
作
、

　

竹
山
悠
樹

・
狂
言「
弓
矢
太
郎
」　

野
村
萬
斎
、

　

石
田
幸
雄
、
野
村
万
作
ほ
か

● 

入
場
料　

・
１
階
席　

５
、
５
０
０
円

・
２
階
席　

４
、
５
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

● 

発
売
日　

発
売
中

Ｔ
Ａ
Ｏ 

２
０
１
２

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

●
と
き　

12
／
22  

（土）

・
１
回
目　

12
：
00
開
演

・
２
回
目　

16
：
00
開
演

● 

入
場
料

・
１
階
席　

５
、
０
０
０
円

・
２
階
席　

４
、
５
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

第
６
回
︿
大
津
あ
き
ら
杯
﹀

県
内
選
抜
歌
謡
コ
ン
ク
ー
ル

●
と
き　

12
／
２ 

（日）　

・
第
１
部　

10
：
00
開
演

・
第
２
部　

13
：
00
開
演

● 

入
場
料　

１
、
２
０
０
円

※
全
席
自
由
・
税
込
・
当
日
300
円
増

● 

発
売
日　

発
売
中

● 

発
売
日　

発
売
中

12月は
固定資産税3期

納期月です
　12 月 25 日（火）が納期限になっ
ていますので、早めに納付をお
願いします。また、納期限の日
が口座振替日となっていますの
で、残高確認をお願いします。

納税は便利な口座振替で！
口座振替納税は、金融機関などがあなたに代
わって自動的に納付する制度です

■問い合わせ
税務課 徴収対策室   ℡ 23‐1126
三隅支所 総合窓口課    　℡ 43‐0221
日置支所 総合窓口課    　℡ 37‐2143
油谷支所 総合窓口課   　 ℡ 32‐1115

納税案内
県
立
病
院
機
構
職
員
採
用
試
験

医
療
技
術
職（
臨
床
工
学
技
士
）

■
募
集
職
種　

臨
床
工
学
技
士

■
申
込
締
切　

12
／
５
 （水）

■
試
験
日
時　

12
／
22 
（土）

　

８
：
30
受
付

■ 

試
験
会
場　

山
口
県
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー

※
く
わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て

　

く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

地
方
独
立
行
政
法

人
山
口
県
立
病
院
機
構
事
務
局

℡
０
８
３
５
‐
28
‐
３
３
１
１

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！

　

最
近
、
山
口
県
内
に
お
い
て
、「
還

付
金
詐
欺
」や「
社
債
購
入
」及
び「
投

資
」
の
勧
誘
に
よ
る
被
害
が
多
発
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
不
審
な
郵
便
物
」
の
送

付
後
、
他
の
会
社
を
名
乗
る
者
か
ら

「
高
値
で
買
い
取
る
」
な
ど
と
勧
誘

の
電
話
が
あ
り
、お
金
を
支
払
う
が
、

買
い
取
ら
れ
ず
、
連
絡
が
取
れ
な
く

な
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も

不
審
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 
問
い
合
わ
せ

・
長
門
警
察
署　

℡
22
‐
０
１
１
０

・
長
門
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡
23
‐
１
１
１
５

・
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
３
‐
９
２
４
‐
０
９
９
９

お
年
寄
り
の
た
め
の

無
料
電
話
相
談

　

高
齢
者
問
題
の
経
験
豊
富
な
山

口
県
内
の
弁
護
士
が
、
無
料
で
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
通
話
料
有

料
）
消
費
者
被
害
、
遺
言
・
相
続
な

ど
、
お
年
寄
り
に
関
す
る
相
談
で
あ

れ
ば
、ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

相
談
の
結
果
、
弁
護
士
と
の
面
談
を

希
望
す
る
場
合
に
は
、
最
寄
の
担
当

弁
護
士
を
紹
介
し
ま
す
。

　

面
談
相
談
は
担
当
弁
護
士
の
事
務

所
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
有
料
（
30

分
毎
税
込
５
、２
５
０
円
）
で
す
が
、

資
力
等
に
よ
っ
て
法
テ
ラ
ス
の
援
助

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
無

料
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
出
張
相
談
を
要
請
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
出
張
相
談
は
有
料

（
1
回
あ
た
り
税
込
１
５
、７
５
０

円
）
で
す
が
、
無
料
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■ 
日
時　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

10
：
00
〜
12
：
00

■ 

相
談
電
話
番
号

　

℡
０
８
３
‐
９
２
０
‐
８
７
３
０

■ 

問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
弁
護
士
会

　

℡
０
８
３
‐
９
２
０
‐
８
７
３
０

25
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禁
煙
相
談
（
要
予
約
）

●
日
時
／
会
場

　

12
／
11 

（火）　

13
：
00
〜
16
：
00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

心
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）

●
日
時
／
会
場

　

12
／
18 

（火）　

14
：
00
〜
16
：
00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

教
室
（
要
予
約
）

健
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

●
日
時

・
第
１
課　

12
／
４ 

（火）
10
：
00
〜
14
：
30

・
第
２
課　

12
／
11 

（火）
13
：
30
〜
16
：
00

・
第
３
課　

12
／
18 

（火）
13
：
30
〜
15
：
30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

む
し
歯
予
防
教
室

●
日
時
／
場
所

　

12
／
６ 

（木）　

13
：
30
〜
15
：
00

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
康
診
査

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
℡
22
‐
２
７
１
７  

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査   

・
月
〜
金
曜
日　

８
：
30
〜
17
：
00

土
曜
日　

８
：
30
〜
12
：
00

長
門
総
合
病
院　

℡
22
‐
２
２
２
０

●�

３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）

　

毎
週
火
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

　

12
／
６
（木）
、
13 

（木）
、
27 

（木）

13
：
00
〜
14
：
30

共
通
事
項　

母
子
健
康
手
帳
と
乳
児

一
般
健
康
診
査
受
診
票
を
持
参
す
る

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査

●
対
象　

23
年
５
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

12
／
12 

（水）13
：
00
〜
13
：
30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳
等

３
歳
児
健
康
診
査

●
対
象　

21
年
11
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

12
／
25 

（火）13
：
00
〜
13
：
30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳
等

健
康
相
談

●
対
象　

成
人

●
日
時
／
会
場

・
毎
週
木
曜
日　

９
：
00
〜
11
：
30

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

・
12
／
５
（水）　

９
：
30
〜
11
：
30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
７ 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
30

川
尻
老
人
憩
い
の
家

・
12
／
10 

（月）　

９
：
30
〜
11
：
30

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー

・
12
／
13 

（木）　

９
：
00
〜
12
：
00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
20 

（木）　

９
：
30
〜
11
：
30

向
津
具
公
民
館

・
12
／
28 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

育
児
相
談

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時
／
会
場

・
12
／
５
（水）　

10
：
30
〜
11
：
30　

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

・
12
／
７
（金）　

10
：
00
〜
11
：
30

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

９
：
30
〜
11
：
30　

　
　

13
：
00
〜
15
：
00　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
19 

（水）　

９
：
30
〜
11
：
30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
12
／
21 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
30

13
：
00
〜
15
：
00　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
28 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
情
報

健
康
診
査

相 
談

講
座
・
教
室

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
23
‐
１
１
３
３

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

℡
33
‐
０
０
５
１

油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

第
11
回
定
期
公
演

不
思
議
な
夜
が
や
っ
て
来
た

　

子
ど
も
た
ち
の
熱
演
で
話
題
の

「
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の

第
11
回
記
念
公
演
。

　

新
入
団
７
人
を
含
む
42
人
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
／
16 

（日）

・
11
：
00
〜　

・
15
：
00
〜　

２
回
公
演

●
入
場
料
（
全
席
自
由
）

・
一
般　

１
、
３
０
０
円

・
小
学
生
以
上
〜
高
校
生
以
下

７
０
０
円

※
未
就
学
児
無
料

あ
さ
み
ち
ゆ
き
コ
ン
サ
ー
ト

●
と
き　

３
／
17 

（日）　

14
：
00
開
演

●�

入
場
料　

４
、０
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込
・
当
日
同
額

●�

発
売
日　

・
友
の
会　

12
／
６
（木）　

10
：
00
〜

・
一
般　
　

12
／
15 

（土）　

10
：
00
〜

※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み

※
12
／
３
（月）
は
、
臨
時
休
館
日
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118
愛します！守ります！長門の海！

仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240

仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
senzaki-kotsu@kaiho.mlit.go.jp

船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）

船舶海難 人身事故

隻

数

死
亡
者

行
方
不
明

人

数

死
亡
者

行
方
不
明

10月 0 0 1 1

平成24年計 4 0 8 5

23年同時期 13 0 4 3

ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!

年
末
年
始
の
安
全
総
点
検
!

　

仙
崎
海
上
保
安
部
で
は
、
年
末
年
始
の
船

舶
交
通
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
平
成
24

年
12
月
10
日
（月）
か
ら
平
成
25
年
１
月
10
日
（木）

ま
で
の
間
、『
年
末
年
始
特
別
警
戒
及
び
安
全

指
導
』
を
実
施
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
、
人
の
動
き
や
物
流
が
活
発

と
な
る
時
期
で
す
。
船
舶
関
係
者
に
於
か
れ

ま
し
て
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
見
張
り
の
励
行
や
気
象
・
海
象
の
事
前
把

　
握
な
ど
、
船
舶
の
安
全
運
航
の
徹
底

●
船
舶
の
救
命
設
備
の
点
検
・
確
認

●
小
型
船
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

●
海
の
事
件
・
事
故
、
不
審
情
報
は
118
番

アニメ上映会（視聴覚室・入場無料）
12／１（土）13：30～ 　　
「みんなだいすきミッキー！」

（58分）

12／22（土）13：30～　　
　　　　「よりぬきキテレツ大百科⑩」

　　～クリスマス編～
（50分）

定例行事  ＊はおはなしのへや
・としょかんひなのかい＊

 12 /7（金）10：30 ～　 
・紙芝居の会 ＊
 12 /１（土）・15（土）15：00 ～　 

 ・おはなしポケット＊
12 / ８（土） 15：00 ～　

 ・絵本を楽しむ会＊     
 12 /20（木） 10：30 ～　

 ・たまごの会＊
12 /21（金） 10：30 ～　

 ・おはなしの会＊
 12 /22（土） 15：00 ～　

 ・長門読書会（研修室）
 12 /22（土） 13：30 ～　

 ・よみっこくらぶ（ゆや分館）    
 12 / ８（土） ・22（土） 15：00 ～　

  ・ゆりかご（ゆや分館）
12 /18（火） 10：30 ～　

移動図書館車
ぐるブック号運行中！
　Ａコース　 12 / ６（木）・20（木）
　Ｂコース　 12 /12（水）
　Ｃコース　 12 /14（金）
今月のオススメ本

　『命のカウンセリング』
長谷川泰三／著　　　
あさ出版／出版　　

　人生に絶望し、自殺を考えてい
た少年が今、カウンセラーをして
いる。 過去の自分と同様に苦しむ
人々の支えとなるために…。辛い

経験は、いつか必ず誰かの役に立つ。そう信じる著者
の壮絶な半生と、カウンセラーの経験を綴った一冊。

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

　

本
館
は
、
12
／
29
日
（土）
か
ら
１
／
４
（金）
ま

で
休
館
と
な
り
ま
す
。

※ 

１
／
４
（金）
は
開
館
準
備
作
業
の
た
め
本
館

は
閉
館
し
ま
す
。
年
始
は
１
／
５
日
（土）
か

ら
の
開
館
と
な
り
ま
す
。
分
館
は
１
／
４

日
（金）
か
ら
開
館
し
ま
す
。

天
皇
誕
生
日
は
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す

　

12
／
23 

（日）
は
天
皇
誕
生
日
で
祝
日
と
な

り
ま
す
が
、
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す

︻
開
館
時
間
︼
本
館 
９
：
30
〜
17
：
00　

分
館 

９
：
00
〜
17
：
00 

「
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」が
や
っ
て
く
る
！

　

約
550
冊
の
絵
本
を
乗
せ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
が
図
書
館
に
や
っ
て
き
ま
す

◆
日 

時　

12
／
25 

（火）

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
見
学  

14
：
00
〜
14
：
30

　

お
は
な
し
会
（
対
象
３
〜
８
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

14
：
35
〜
15
：
05

◆
参
加
料
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
先
着
30
人
と
な
り
ま
す
。

◆
お
は
な
し
会
は
対
象
年
齢
以
外
の
児
童
・

幼
児
も
参
加
で
き
ま
す
。

図
書
館
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

天
使
の
ひ
び
き
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ハ
ン
ド

ベ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す

◆
日 

時　

12
／
16 

（日） 　

15
：
00
〜
15
：
30

◆
場
所　

館
内
絵
本
コ
ー
ナ
ー
付
近

映
画
上
映
会
（
入
場
無
料
）
の
お
知
ら
せ

◆
日 

時　

12
／
12 

（水） 

〜
16 

（日）

　
　
　
　
　
　

①
10
：
00
〜　

②
14
：
00
〜

※
16 

（日）
の
②
は
上
映
が
あ
り
ま
せ
ん

◆
上
映
タ
イ
ト
ル
「
デ
イ
・
ア
フ
タ
ー
・
ト
ゥ

　

モ
ロ
ー
」（
音
声
：
英
語
、字
幕
：
日
本
語
）

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
聴
こ
う
II　

〜
Ｃ
Ｄ
で
聴
く
シ
ャ

ン
ソ
ン
鑑
賞
会
〜
（
入
場
無
料
）

◆
日 

時　

12
／
23 

（日）  

14:

00~

15:

30

◆
場
所　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

◆
お
は
な
し　

加
藤
有
利
夫

◆ 

そ
の
他　

資
料
作
成
の
関
係
上
、
で
き
る

だ
け
事
前
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す

Let’ s Go      To The     Library !

Let’ s Go      To The     Library !

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !
 図書館だより

 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www2.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  lib-nagato@hot-cha.tv

‐12 月の休館日‐
 本　　館　 3(月)・5(水 )・10(月)・17(月)・

24(月)・29(土 )～31(月 )
 ゆや分館　 3(月)・5(水 )・10(月)・17(月)・

24(月)・25(火)・29(土)～31(月)



長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119

西消防署 ℡ 32-1230

火災時の問い合わせ

 ℡ 22-1414

ホームページ

http://www.city.nagato.yamaguchi.

jp/̃shobo/

火災救急
件数［10月］
（　）内は今年累計

火

災

救
急

建　物
3（9）

林　野
0（1）

車　両
０（0）

船　舶
０（０）

その他
2（5）

176
（1,488）

合　計
5（15）

2012.12.1 28

　

健
康
診
断
な
ど
で
「
お
酒
は
ほ
ど

ほ
ど
に
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
適
量
の
飲
酒
は
、
気
持
ち

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
り
会
話
を
増

や
し
た
り
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
量
飲
酒
を
続
け
る

と
、
健
康
面
に
様
々
な
悪
影
響
が
生

じ
ま
す
。
年
末
年
始
で
お
酒
を
飲
む

機
会
が
増
え
る
時
期
で
す
。
節
度
あ

る
飲
酒
を
心
が
け
、
お
酒
を
楽
し
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ど
う
し
て
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
る
と

い
け
な
い
の
？

・
肝
臓
に
中
性
脂
肪
が
た
ま
り
、
脂

　

肪
肝
な
ど
の
肝
臓
病
に
な
り
や
す

　

い
で
す

・
内
臓
脂
肪
が
増
え
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

　

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
る
危
険
性

　

が
あ
り
ま
す

・
動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
な
ど
生
活
習

　

慣
病
の
原
因
に
な
り
ま
す

・
長
期
に
わ
た
り
飲
み
続
け
、
ア
ル

　

コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
と
、
生
活

　

面
に
支
障
が
生
じ
ま
す

節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
と
は
？

　

「
健
康
日
本
21
」
で
は
、
通
常
の

ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
機
能
を
有
す
る
壮

年
男
性
の
場
合
、
一
日
平
均
純
ア
ル

コ
ー
ル
で
約
20
グ
ラ
ム
を
節
度
あ
る

適
度
な
飲
酒
と
し
て
い
ま
す
。
ビ
ー

ル
中
瓶
１
本
、
日
本
酒
１
合
、
ワ
イ

ン
２
杯
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
１
杯

等
が
相
当
し
ま
す
。
一
日
の
飲
酒
量

が
こ
の
３
倍
以
上
に
な
る
と
、
飲
み

す
ぎ
と
な
り
、
健
康
面
に
悪
影
響
が

出
た
り
、
依
存
症
に
な
る
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。
女
性
や
高
齢
者
は
、

よ
り
少
量
が
適
当
で
す
。
特
に
妊
婦

さ
ん
は
、
お
酒
を
飲
む
と
胎
盤
を
通

じ
て
ア
ル
コ
ー
ル
が
胎
児
の
血
液
に

流
れ
込
み
、
胎
児
の
発
育
（
特
に

脳
）
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、

飲
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
未

成
年
も
、
脳
の
発
達
に
悪
影
響
が
出

お
酒
と
健
康

保
健
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

た
り
、
急
性
の
中
毒
症
状
を
起
こ
し

や
す
い
な
ど
様
々
な
害
が
あ
り
、
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
手
に
お
酒
と
付
き
合
う
に
は
？

・
ゆ
っ
く
り
食
事
と
一
緒
に
、
適
量

　

を
飲
む

・
空
腹
の
ま
ま
飲
ま
な
い
。
魚
や
豆

　

腐
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
、
果
物
な

　

ど
を
一
緒
に
摂
る
と
、
肝
臓
へ
の

　

負
担
を
軽
く
し
ま
す

・
週
2
回
は
飲
ま
な
い
日
を
設
け
、

　

肝
臓
を
休
ま
せ
る

・
薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い

・
肝
機
能
検
査
等
、
定
期
的
に
検
診

　

を
受
け
、
飲
み
す
ぎ
て
い
な
い
か

　

確
認
す
る

 　
「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」

を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
れ
ら
は

消
火
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
施
設
で
、
消
防
車
に
使

用
す
る
水
を
供
給
す
る
も
の
で

す
。「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」

は
道
路
脇
や
道
路
上
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
標
識
を
掲
げ

て
い
る
も
の
や
、
路
上
や
蓋
に

マ
ー
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
消
防

水
利
に
つ
い
て
、
消
防
署
で
は

定
期
的
に
調
査
や
点
検
を
行
い
、

い
つ
ど
こ
で
火
災
が
発
生
し
て

も
直
ち
に
対
応
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
が
、
近
く
に
車

が
駐
車
し
て
あ
る
と
、
消
火
活
動

に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
駐
車
す
る
際
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。
道
路
交
通
法
で
駐

車
を
禁
止
し
て
い
る
場
所
は
、
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
消
火
栓
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

・
防
火
水
槽
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

・
防
火
水
槽
の
側
端
ま
た
は
こ
れ  

　

ら
の
道
路
に
接
す
る
出
入
り
口

　

か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

・
指
定
消
防
水
利
（
プ
ー
ル
、池

　

等
）の
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い

　

る
位
置
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

　

一
刻
を
争
う
消
火
活
動
に
ご
理   

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
火
栓
等
付
近
で
の
駐
車
禁
止

〜
上
手
に
お
酒
と
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
〜
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こ
ん
に
ち
は

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
℡
23
‐
１
２
９
５

　

結
果
、
男
性
は
、
20
代
・
30
代
・

60
代
が
年
相
応
の
体
力
、
40
代
は

20
代
前
半
の
体
力
、
50
代
は
40
代

後
半
の
体
力
。
女
性
は
、
30
代
が

20
代
前
半
の
体
力
、
20
代
・
40
代
・

50
代
・
60
代
は
年
相
応
の
体
力
と

な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
驚
い
た
の
は
、
60
代
の

男
性
で
20
代
前
半
の
体
力
を
持
つ

人
が
一
人
い
た
こ
と
で
す
。
話
を

聞
く
と
陸
上
マ
ス
タ
ー
ズ
な
ど
に

出
場
し
、
日
頃
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
、

定
期
的
に
運
動
を
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
健
康
増
進
と
体
力
維

持
の
た
め
日

頃
か
ら
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
み
、

来
年
の
新
体

力
テ
ス
ト
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

10
月
25
日
（木）
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
で
市
内
の
20
歳
〜
64
歳
の
方

を
対
象
と
し
た
新
体
力
テ
ス
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
テ
ス
ト
は
、
文
部
科
学

省
の
依
頼
を
受
け
、
国
民
の
体

力
、
運
動
能
力
の
現
状
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
と
行
政
上
の

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
血
圧
、
脈
拍
測
定
等

で
参
加
者
の
健
康
状
態
を
確
認

し
、
テ
ス
ト
に
入
り
ま
す
。

　

テ
ス
ト
項
目
は
、
握
力
（
最

大
筋
力
）、
上
体
起
こ
し
（
筋
持

久
力
）、長
座
体
前
屈（
柔
軟
性
）、

反
復
横
と
び
（
敏
捷
性
）、
シ
ャ

ト
ル
ラ
ン（
全
身
持
久
性
体
力
）、

立
ち
幅
跳
び
（
筋
パ
ワ
ー
）
の

６
種
目
で
す
。

　

今
回
の
参
加
人
数
は
、
男
性

39
人
、
女
性
30
人
。
そ
れ
ぞ
れ

の
年
代
で
平
均
得
点
を
出
し
、

得
点
合
計
か
ら
体
力
年
齢
を
割

り
出
し
て
見
ま
し
た
。

 
平
成
24
年
度 

長
門
市
表
彰

　

長
門
市
で
は
、
長
門
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
受
賞
者
は
、
自
治
行
政
・
産
業
振
興
・
衛
生
振
興
・
社
会
事
業
・
寄
附
の
部
門
で

功
績
の
あ
っ
た
９
人
と
４
団
体
で
す
。
11
月
14
日
（水）
、
長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

表
彰
式
で
、
大
西
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

自
治
行
政

◎ 

多
年
自
治
会
長
と
し
て
自
治
活
動

に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
小
﨑
　
絢
三（
東
深
川
湊
１
西
区
）

◎ 

多
年
自
治
会
長
と
し
て
自
治
活
動

に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
中
元
　
覺
（
東
深
川
駅
前
区
）

◎ 

多
年
消
防
団
の
育
成
と
防
火
思
想

の
普
及
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
池
本
　
裕
之
（
日
置
下
長
行
）

◎ 

多
年
消
防
団
の
育
成
と
防
火
思
想

の
普
及
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
池
本
　
和
博（
油
谷
蔵
小
田
下
蔵
小
田
）

◎ 

多
年
消
防
団
の
育
成
と
防
火
思
想

の
普
及
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
林
　
英
昭
（
深
川
湯
本
河
原
区
）

産
業
振
興

◎ 

農
地
と
水
の
環
境
保
全
活
動
に
尽

く
さ
れ
た
功
績

　
河
原
地
域
資
源
保
全
会

◎
集
団
営
農
と
農
事
組
合
法
人
の
設

立
に
よ
り
地
域
の
農
業
振
興
に
尽
く

さ
れ
た
功
績

　
農
事
組
合
法
人
「
二
条
窪
」

◎
集
団
営
農
と
農
事
組
合
法
人
の
設

立
に
よ
り
地
域
の
農
業
振
興
に
尽
く

さ
れ
た
功
績

　

農
事
組
合
法
人
「
三
ヶ
村
」

衛
生
振
興

◎ 

多
年
医
師
と
し
て
地
域
医
療
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
森
田
　
高
生
（
東
深
川
江
良
区
）

◎ 

多
年
医
師
と
し
て
地
域
医
療
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
川
上
　
俊
文（
東
深
川
緑
ヶ
丘
区
）

社
会
事
業

◎ 

多
年
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
事
業
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
小
林
　
泰
子（
日
置
上
大
内
山
上
）

◎ 

多
年
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
事
業
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
黒
瀨
　
惠
子
（
三
隅
下
向
開
作
）

寄
附

◎ 

消
防
用
資
材
搬
送
車
両
と
し
て

440
万
円
相
当
を
寄
附
さ
れ
た
功
績

　
長
門
大
津
農
業
協
同
組
合

表
彰
者
（
敬
称
略
）
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毎月19日は「ながと食の日」

栄養価（１人分）

エネルギー…100kcal
たんぱく質…5.7g
脂　　　質…4.9g
塩分相当量…0.5g

ほっちゃテレビ放送予定
12／７（金）・12／９（日）

水道修繕当番店（12月）
地　区 公　道　部 邸　内　部

長門地区 ㈲天満水道
℡ 26-0024

㈲天満水道
℡ 26-0024

三隅地区
田村建材㈱

℡ 22-2036
℡ 080-2924-4617*

田村建材㈱
℡ 22-2036

℡ 080-2924-4617*

日置地区
㈱清和

℡ 37-2266
℡ 090-9065-3392*

㈱おきた
℡ 32-1034

油谷地区 ㈱おきた
℡ 32-1034

㈱おきた
℡ 32-1034

主食

副菜

主菜

牛乳・乳製品 果物

■食事バランスガイド

休日当番医 消費者トラブルＱ＆Ａ

　知らない業者から電話がかかり「カニ
を送った」と言われた。「注文していない」
と断ったが「確かに注文を受けた」と言

い張って譲らない。もし商品が届いたらどうすれ
ばよいか。業者名や電話番号は分からない。

　宅配便などで商品を一方的に送りつけ
る「送りつけ商法」と呼ばれる悪質商法
です。送りつける商品は、魚介類、健康

食品や書籍などにも及びます。電話で「商品を送
る」と言われても、承諾の意思を示していなけれ
ば、商品の受取り義務や支払い義務はありません。
　対処法としては、商品が届いたら、宅配業者に
は事情を説明し、発送元の業者名・住所・電話番
号を書き取らせてもらい、商品は受取りを拒否し
ましょう。また、クーリング・オフに準じた形
で、書面による通知を出しておくことをお勧めし
ます。
　特に、一人で留守番をしている高齢者は、執拗
な勧誘電話を受けたり、家族の誰かが注文したも
のだろうと安易に受け取ったりと、トラブルに巻
き込まれることが多いので、注意してください。
　心配なときや対処法に困ったときは、最寄りの
消費生活センターにご相談ください。

「送りつけ商法」にご注意！

Ｑ

Ａ

問い合わせ　市民課市民相談係　　　　　℡ 23-1115
　　　　　　山口県消費生活センター  ℡ 083-924-0999

作り方
①�白菜は茎をそぎ切りにして、葉は 3cm の長さに切る。（このとき茎と葉は分けておきましょ

う）
②�赤ピーマンは細切りにする。
③豚肉は食べやすい大きさに切る。
④フライパンにサラダ油を入れ豚肉を炒める。色が変わってきたら白菜の茎を先に入れ、
しんなりしてきたら酒を入れ、葉の部分と赤ピーマンを入れて塩・こしょうで調味する。

食推おすすめ料理

材　料（4 人分）

長門市食生活改善推進協議会

ワンポイントアドバイス
白菜の幅が大きいときは、3cm に切りそろえましょう。そぎ切りにすることで味が
しみこみやすくなり、食感が良いですよ。

白菜		  …1/4 個（400g）
豚肉のこま切れ	 …100g
赤ピーマン		  …60g
塩		  …2g
こしょう		  …少々
酒		  …大さじ 1
サラダ油		  …小さじ 1

白菜と豚肉のから焼き　ー旬の白菜をたくさん食べましょう ー

月／日 曜 当　番　医 電話番号

12 ／ 2 日
杏祐会長門診療所 22-2440
斎木病院 26-1211

12 ／9 日
友近内科循環器科医院 32-1180
長門総合病院 22-2220

12 ／16 日
宮尾医院 26-0559
岡田病院 23-0033

12 ／23 日
福永医院 22-1451
斎木病院 26-1211

12 ／24 月
斉藤医院 22-0826
長門総合病院 22-2220

12 ／ 29 土
天野内科胃腸科医院 22-2210
岡田病院 23-0033

12 ／ 30 日
桑原医院 43-0010
斎木病院 26-1211

12 ／31 月
持山医院 22-1555
長門総合病院 22-2220

１／１ 火
岡田クリニック 22-2717
岡田病院 23-0033

１／２ 水
しみず循環器科内科医院 22-2205
斎木病院 26-1211

１／３ 木
半田内科クリニック 23-3030
長門総合病院 22-2220

＊は休日・夜間のみ



１ 土

２ 日
●＜大津あきら杯＞県内選抜歌謡コンクール／ルネッサながと／10時～・13時～

３ 月
障害者週間（9日まで）●行政相談／日置地域福祉センター／10時～12時
●街頭献血／フジ長門店／10時～

４ 火
人権週間（10日まで）●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）
●行政相談／三隅支所／10時～12時

５ 水
●商工会議所・商工会合同なんでも相談会／長門商工会議所／10時～15時

６ 木

７ 金
●ながと観光フォーラム／長門市物産観光センター／10時～／要申込（℡23-1137）

８ 土
●金子みすゞ記念館講座Ａコース／金子みすゞ記念館／13時30分～15時／要申込（℡26-5155）
●介護予防講座／旧伊上小学校／13時～

９ 日

10 月 上下水道使用料納期限（通・仙崎・日置・油谷地区）

11
火

●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　●骨髄バンク登録受付・
Ｃ型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／要予約（℡22-2811）　●禁煙相談／長門健康福祉
センター／13時～16時／要予約（℡22-2811）　●行政相談／ラポールゆや／10時～12時

12 水 ●まるごと長門「旬」市場健康コーナー開設／まるごと長門「旬」市場／9時～11時

13 木 ●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時
●にこにこステップ講座／長門市物産観光センター／13時30分～15時　

14 金
15 土
16

日

●衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査投票日　●油谷こどもミュージカル第11回定期公演「不思議な夜
がやって来た」／ラポールゆや／11時～・15時～　●コール・チュラカーギ第28回定期演奏会／長門市中央公民
館／14時～

17 月
18 火 ●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）

●心の健康相談／長門健康福祉センター／13時～14時／要予約（℡22-2811）

19 水 毎月19日は「ながと食の日」　
●無料法律相談・人権・行政相談／市役所本庁市民相談室／10時～15時／要予約（℡23-1115）

20 木 ●発達クリニック／長門健康福祉センター／14時～16時／要予約

21 金
22 土

●TAO2012HIMIKO／ルネッサながと／12時～・16時～

23 日 「天皇誕生日」
●ちひろコンサート　金子みすゞの心にふれて／長門市中央公民館／10時～11時30分

24 月 振替休日

25 火 ●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～17時／有料・要予約（℡0838-24-0500）
●街頭献血／長門警察署／9時30分～11時30分・長門土木建築事務所／13時～14時・岡田病院／15時～16時30分

26 水
27 木 ●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時

28 金 ●公務納め

29 土
30 日
31 月

31

12 月のカレンダー 2012 December 12●イベント　●相談・健診



No.141

編
集
後
記

■ 発行　長門市役所　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339-2　TEL0837-22-2111（代）
■ 編集　企画総務部秘書広報課広報広聴係　TEL 0837-23-1117　FAX 0837-22-5358
URL:http://www.city.nagato.yamaguchi.jp　E-Mail:koho@city.nagato.yamaguchi.jp

長門市市民憲章
⑤ 命 ささえあう、
             健やかなまちをつくります

　
平
成
24
年
10
月
、
仙
崎
海
上
保
安
部

に
、
巡
視
船
や
巡
視
艇
に
乗
船
す
る
初

め
て
の
女
性
海
上
保
安
官
が
配
属
さ
れ

ま
し
た
。松
木
仁
海
さ
ん
は
巡
視
船「
お

お
み
」
の
機
関
士
補
と
し
て
、
中
谷
柊

子
さ
ん
は
巡
視
艇
「
さ
ざ
ん
か
」
の
航

海
士
補
と
し
て
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
木
さ
ん
は
「
仕
事
を
早
く
覚
え
、

安
心
し
て
仕
事
を
任
さ
れ
る
よ
う
な
人

に
な
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

中
谷
さ
ん
は
「
積
極
的
に
経
験
し
て
、

た
く
さ
ん
あ
る
仕
事
の
中
か
ら
自
分
の

進
む
べ
き
道
を
見
つ
け
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

表
紙
の
説
明

仙
崎
海
上
保
安
部
に
女
性
海
上
保
安
官

長
門
の
海
、
守
り
ま
す

荷
馬
車 

　
　
金
子
み
す
ゞ

『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）

お
馬
は

自
分
の
影
ん
ぼ
の
、

を
か
し
な
お
耳
が
踏ふ

み
た
く
て
、

下
見
て
い
そ
い
で
歩
き
ま
す
。

馬
車
屋
は

空か
ら

っ
ぽ
の
馬
車
の
上
、

お
ほ
き
な
お
煙き
せ
る管
横
つ
ち
よ
で
、

の
ど
か
に
お
空
を
み
て
ゐ
ま
す
。

空
に
は

雲
が
か
が
や
い
て
、

昨ゆ
ふ
べ夜
の
火
事
は
う
そ
の
や
う
。

町
に
も
春
が
ぢ
き
來
ま
す
。

長門市のDATA
〔平成24年11月１日〕

人　口 38,154 人 ( -100)
　　男 17,610 人 ( -36)
　　女 20,544 人 ( -64)
世帯数 16,465 世帯 ( -47)

( ) 内は先月比

〔10月分〕 出生 23 人 死亡 65 人
 転入 　51人 転出  109 人

　

こ
の
秋
は
、
た
く
さ
ん
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
土
日
は
取
材

活
動
を
し
ま
し
た
。
こ
の
人
口
４
万

を
切
る
市
で
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
活

性
化
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
も

の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
▼
ど
こ

に
取
材
に
伺
っ
て
も
、
温
か
い
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、
ほ
ん
と
う
に
長

門
は
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
声
の
お
か
げ
で
、
ま
た
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
よ
う
、
と

い
う
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
▼
こ
れ

か
ら
寒
い
時
期
に
な
り
ま
す
が
体
調

管
理
に
気
を
つ
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
に
出
か
け
て
行
き
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
顔
や
声
、
活
動
を
も
っ
と

も
っ
と
広
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
い
）

▲抱負を述べる中谷さん（左）と松木さん（右）


